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１． 目的 

本業務は、本市が保有する各種地図情報を、統一基盤上に整備するもので

ある。現在各部署で個別に整備されている地図情報を最新のクラウドサー

ビス型のパッケージシステムの統一基盤に統合することで、業務の効率化、

迅速な情報共有化、二重投資の防止等を図り、庁内側環境（統合型 GIS）に

加え市民、事業者及び観光者等向けの公開型環境（公開型 GIS）を同時に整

備する。具体的には、デジタル技術の急速な進展や新型コロナ感染症の感

染拡大等により、社会や価値観、生活様式が変容し、行政サービスに対す

る住民ニーズは多様化している中で、今後公務員数の減少も見込まれてお

り、効率的な行政運営を目指すことが社会から求められている。この様な

情勢の中で、本業務により行政情報（施設の位置情報や地理情報等）をイ

ンターネット上で閲覧可能とすることで、住民や事業者等がいつでもどこ

からでも、行政から提供される正確な情報を確認することができ、市民サ

ービスの向上に寄与することが可能となる。さらに、問い合わせ対応の減

少等による事務の効率化や、来庁機会の減少による市民の利便性の向上と

なる。 

 

２． システム化範囲 

（ア）統合型ＧＩＳ 

地方公共団体情報システム機構のＬＧＷＡＮ−ＡＳＰサービスリ

ストに登録されている統合型ＧＩＳサービスにより本市が保有する

各種地図情報を庁内や庁外から閲覧できる環境の整備。 

（イ）公開型ＧＩＳ 

セキュリティが担保されたクラウド環境の中において提供されて

いる公開型ＧＩＳサービスを通じて、本市が保有する各種地図情報

をインターネット上で閲覧者に提供する環境の整備。 

 

３． 業務概要・範囲 

（ア）要件確認 

本仕様書の内容について各種地図情報を保有する部署の担当者と

機能要件及び非機能要件について打ち合わせを実施し要件を確定さ

せること。 

（イ）システム構築 

統合型 GIS・公開型 GIS を構築すること。 

（ウ）環境整備 

ネットワークや端末設定等の利用環境の整備。 
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（エ）実装 

アで確定した要件（機能要件・非機能要件）を実装すること。 

（オ）各種地図情報の作成・整備 

本仕様書に基づき各種地図情報の作成・整備を行うこと。 

都市計画基本図の修正を行うこと。 

追加レイヤーをデータ化すること。 

（カ）各種地図情報の移行 

本仕様書に基づき各種地図情報を本番環境に移行すること。 

（キ）運用テスト 

本番稼働前に本番と同等環境で運用テストを実施すること。 

（ク）操作説明 

操作説明会を実施すること。 

（ケ）その他作業 

その他システム構築に想定される業務を実施すること。 

（コ）システムの提供 

システムの利用を提供すること 

（サ）システムの運用保守 

システムの運用及び保守を実施すること。 

 

４． 機密保持 

⑴  本業務の遂行上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。この項につ

いては、契約期間の終了又は、解除後も同様とする。また、成果物（本業

務の過程で得られた記録等を含む。）を本市の許可なく第三者に閲覧、複写、

貸与又は、譲渡してはならない。 

⑵  本業務の遂行のために本市が提供した資料、データ等は業務以外の目

的で使用しないこと。また、これらの資料、データ等は業務終了までに本

市に返却すること。 

⑶  本業務の実施における個人情報等の取扱いについては、個人情報の保

護の重要性を十分認識し、個人の権利利益を侵害することのないよう必要

な措置を講じること。 

⑷  本業務に従事する者に対して個人情報保護の教育を行うこと。 

 

５． 契約不適合 

⑴ 本システム運用開始後１年の間に、正当な理由無く、本仕様書で要求し

た性能水準に達していないことが判明した場合、設計ミスによる不良及び、

不具合が判明した場合において、本市が改良を請求したときは、本市と協
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議の上、無償で改良すること。なお、この場合、不具合の改良のために操

作内容を変更しないこと。 

⑵ 本システムを運用する上で必要な情報の提供に努め、本市からの障害発

生時の情報開示請求等の問い合わせや助言要求に対して、誠意をもって対

応すること。 

⑶ 受注者の責めに帰すべき理由により、第三者に損害を与えた場合、受注

者がその損害を賠償すること。 

 

６． 権利の帰属 

本業務による成果品の著作権及び所有権は、システムの整備及び構築に

おいて使用する市販ソフトウェア等の著作権を除き、全て本市に帰属する

ものとする。 

(1) 本業務において提供される受注者が提供するＡＳＰサービスについて

は、本市はその使用権を有するものとし、著作権の帰属は受注者が有する

ものとする。 

(2) 本業務で提供される受注者以外が独自に開発したソフトウェア等の成

果品については、開発者の定める著作権の帰属に従うものとする。 

 

７． 契約期間終了後のデータの引継ぎ 

契約期間終了時には、蓄積された全てのデータを本市に無償で引き継ぐ

こと。データ形式はＣＳＶ形式・Ｓｈａｐｅ形式・画像形式を基本とする。

図形に紐づいた添付ファイルのファイリングデータについては、図形と添

付されているファイルの関連性を示す情報も提供することとする。受注者

は、引継ぎの完了を本市が確認した後、すみやかに当該データの確実な消

去を行い、本市に報告すること。その際、事業者に発生する費用について

は、本市に別途請求しないこと。 

 

８． 準拠する法令 

本業務は、本仕様書によるほか、次の関係法令等に準拠して行うこと。 

(1) 地理空間情報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号） 

(2) 地理空間情報活用推進基本計画（平成２４年閣議決定) 

(3) 地理情報標準プロファイルＪＰＧＩＳ２０１４ 

（平成２６年４月国土交通省） 

(4) 地方公共団体におけるＡＳＰ・ＳａａＳ導入活用ガイドライン 

（平成２２年総務省） 

(5) 統合型ＧＩＳ推進指針（平成２０年３月総務省） 
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(6) 測量法（昭和２４年法律第１８８号） 

(7) 著作権法（昭和４５年法律第４８号） 

(8) 白山市公共測量作業規程 

(9) 国土交通省作業規程の準則 

(10) 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

(11) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律（平成11年法律第128号) 

(12) その他関係法令及び通達、条例、諸規則等 

 

９． 実施体制及び技術者の配置 

本業務を実施するにあたり、本業務の目的を十分に理解し、適切かつ効

率的な実施体制を整えなければならない。また、統合型ＧＩＳ・公開型Ｇ

ＩＳ業務全般に精通した次の技術者を配置しなければならない。 

(1) 管理技術者 

本業務の管理及び統括等を行う者として、空間情報総括監理技術者

の資格、同一自治体における統合型ＧＩＳと公開型ＧＩＳ導入の業務

実績及び、本業務に精通した十分な技術能力と経験を有する者 

(2) 照査技術者 

成果物の内容について技術的な照査を行う者として、空間情報総括

監理技術者の資格、同一自治体における統合型ＧＩＳと公開型ＧＩＳ

導入の業務実績及び、本業務に精通した十分な技術能力と経験を有す

る者 

(3) 担当技術者 

本業務の作業を担当する者として、測量士の資格、同一自治体にお

ける統合型ＧＩＳと公開型ＧＩＳ導入の業務実績、都市計画基本図

（地形図）修正の業務実績及び、本業務に精通した十分な技術能力と

経験を有する者 

 

１０． 計画書等の提出 

受注者は、本業務の着手に先立ち速やかに、作業実施計画書、着手届、

作業工程表及び管理技術者届を提出して本市の承認を受けるとともに、業

務実施期間中は進捗状況を随時報告すること。 

なお、作業計画における品質基準・要員スキルは次のとおりとする。 
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品質基準 
管理項目 管理内容 
進捗管理 プロジェクト計画書策定時に定義したスケジュー

ルに基づく進捗管理を実施する。進捗及び進捗管
理に是正の必要がある場合は、その原因及び対応
策を明らかにし、速やかに是正の計画を策定する
こと 

品質管理 プロジェクト計画書策定時に定義したシステム構
築等作業の品質管理方針に基づく品質管理を実施
すること。 
品質及び品質管理に是正の必要がある場合は、そ
の原因と対応策を明らかにし、速やかに是正の計
画を策定すること 

課題・リスク管理 リスクや障害が顕在化した場合は課題として管理
すること。受注者は、リスクの発生を監視し、リス
クが発生した場合には、本市に報告すること 

変更管理 仕様変更の必要が生じた場合には、受注者は、そ
の影響範囲及び対応に必要な工数等を識別したう
えで、変更管理ミーティングを開催し、本市と協
議のうえ、対応方針を確定すること。 

 
要員スキル 

要求するスキル スキルの詳細 
プロジェクト管理能
力を有する者 

プロジェクト実施計画を策定し、システムの設計・
開発、テスト、システムの評価、プロジェクト間の
調整を行い、生産性及び品質の向上に資する管理
能力を有すること 

品質管理能力を有す
る者 

受注者の品質管理規準に従い、プロジェクトを離
れて第三者的かつ客観的に、プロジェクト全般の
品質状況を監査し、評価・改善する能力を有するこ
と 

導入サービスに関す
る専門知識を有する
者 

導入するソフトウェア（OS、ミドルウェア含む。）
に関する専門知識と、本件の要求事項を理解した
うえで、最適なシステム構成の設計・構築・運用に
係る技術及び技術コンサルティング能力を有する
こと 

システム導入業務に
関する知識を有する
者 

本件のスコープに適合した各自治体業務に精通
し、他自治体事例等を提供し、業務改善及びカスタ
マイズ抑制、品質向上に資する能力を有すること 

 

１１． 作業打合せ 

受注者は、作業実施前及び作業期間中は、本市との打合せを密に行い、

詳細な点については緊密な連絡を保ち作業するものとする。また、受注者

は、作業の打合せの記録簿を作成し、本市に提出すること。 

１２． 課題管理 

受注者は、本市との打合せにより発生した課題に関し、課題管理表を作

成し管理し、またすべての課題について本市と合意し解決すること。 
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１３． 関係機関等への諸手続 

受注者は、本市と協議の上、本業務を履行するに当たり、必要となる関

連ソフトウェア等のライセンス契約等に係る関係機関への諸手続を代行す

ること。また必要となるライセンス料については本契約に含まれるものと

する。 

 

１４． 完成図書（成果物） 

受注者は構築業務完了後、速やかに次の完成図書（成果物）を提出し本

市の検査を受けること。なお、各種ドキュメント等の文書類は、Ａ４様式

に印刷できる形式とし、ＰＤＦ形式、ＭＳ－Ｏｆｆｉｃｅ２０１０（Ｗｏ

ｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ）以降のＯｐｅｎＸＭＬ形式の

電子データでの納品も行うこと。 

■業務全体 

(1) 協議記録簿（課題管理表） １式 

(2) 作業報告書 １式 

(3) その他本業務で発生した成果品 １式 

■システム関係 

(4) 統合型ＧＩＳ・公開型ＧＩＳ（ソフトウェア使用権） １式 

(5) 住宅地図等の地図データ（データ利用権） １式 

(6) システム環境設定書（マップレイヤ一覧） １式 

(7) システム操作マニュアル（簡易版・詳細版） 各１式 

(8) 本業務で整備・搭載するデータ １式 

(9) テスト報告書 １式 

(10) 各種研修資料 １式 

(11) 協議記録簿（課題管理表） １式 

(12) 作業報告書 １式 

(13) その他本業務で発生した成果品 １式 

(14) 運用期間中の次の定期報告（年２回） 

  ＳＬＡ順守状況・障害対応実績 

 

■都市計画基本図修正関係 

(15) １／２，５００数値地形図データファイル １式 

(16) １／１０，０００数値地形図データファイル １式 

(17) 白図出力図（１／２，５００・１／１０，０００ Ａ０サイズ）  

各５部 

(18) 窓口用都市計画図（１／２，５００ Ａ０・Ａ３サイズ） 各５部 
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(19) 上記、印刷用データ（ＰＤＦ・ＪＰＧ形式） １式 

(20) 都市計画決定情報等データ １式 

 

１５． モデル仕様書 

国が提供するモデル仕様書で示す機能以上のサービスを実装しているこ

と。ただし、モデル仕様書と本仕様書の記載が重複する場合は、本仕様書

を優先する。 

モデル仕様書については次の URL からダウンロードすること。 

なお、モデル仕様書（機能要件・非機能要件一覧）以上の機能・性能等

であること。 

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=8UXaNizdH02

vE1q-

RrmZIfFeHYLbv9dJgcFd6cHbxsRUOEEzM1FDOVlOVTMwTjhZV0QwTkkyMzVSNy4

u&route=shorturl 

 

１６． サービスカタログ 

本システム（公開型 GIS）については、デジタル地方創生サービスカタロ

グ「2024 年冬版-地理情報システム（GIS）の活用」に掲載されているサー

ビスであること。 

また、統合型ＧＩＳと公開型ＧＩＳは同一メーカーの製品であり連携の

実績があること。 

https://digiden-service-catalog.digital.go.jp/ 

 

１７． 契約方法 

業務委託契約（６０カ月長期継続契約） 

 

１８． 納期限（構築） 

令和８年３月１４日 

ただし、令和８年３月１日からは１カ月間は、試用期間とし全ての機能

を利用できること。 

 

１９． システム利用期間 

令和８年４月 1 日から６０カ月とする。 
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２０． 支払方法 

構 築 費：業務完了後に一括払い 

利 用 費：毎年 4 月から 9 月分まで（上半期）と 10 月から翌 3 月分ま

で（下半期）の 6 カ月分の利用料を、年 2 回それぞれ 10 月

と翌 4 月に請求に応じて支払う。各半期の使用期間が 6 カ

月に満たない場合は、使用月数に応じて支払う。 

 

２１． その他 

本仕様書内の用語及び表現については、全て本市の解釈・判断とする。

また、本仕様書に記載のない事項に疑義が生じた場合も同様とする。 

 

２２． 共通要件（統合型ＧＩＳ・公開型ＧＩＳ） 

（ア）計画準備・資料収集整理 

受注者は、業務を円滑に遂行するため、作業ごとに作業手法、工

程計画及び作業体制についての計画を立案し、作業実施計画書とし

て取りまとめ、本市の承認を得ること。 

資料収集整理は、本業務において必要となる資料について本市よ

り貸与を受けて整理すること。借用時には、目的及び利用方法につ

いて本市の了承を得るものとし、借用書を提出しなければならない。 

特に、個人情報や重要度が高い情報を受け渡しする場合は、ＬＧ

ＷＡＮ経由によるデータ転送サービスもしくは、暗号化ハードディ

スク等を使用し、作業体制内の担当者による運搬を実施すること。

なお、ＬＧＷＡＮデータ転送サービスは、地方公共団体情報システ

ム機構のＬＧＷＡＮ－ＡＳＰサービスリストに登録されているサー

ビスであるものとし、追加の費用負担なしで利用できること。 

本業務は、パッケージをベースとしたシステム構築であるが、シ

ステム化領域の確定、制約条件の整理、本市が求める機能・非機能

要件の整理を行うことのほか、搭載するレイヤー構成・権限設定等

についても本市と協議の上、整理すること。 

（イ）システム要件 

(1) システムは、パッケージシステムとすること。 

(2) 利用環境は、統合型ＧＩＳはＬＧＷＡＮクラウド型サービス、公

開型ＧＩＳはインターネットクラウド型サービスとすること。 

(3)  システムは、最低５年間は運用保守を継続することができるこ

と。 

（ウ）本システムを利用する地方公共団体共通で対応すべき事項にかかる
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費用 

国の法改正等により、本システムを利用する地方公共団体全体に

対して対応すべき機能改修等は、標準仕様として追加経費の請求無

く提供すること。 

追加経費が必要となる際は、追加経費の積算根拠等が分かる資料

を提示し、本市と協議の上、承認を得ること。 

（エ）契約期間終了後の対応 

契約期間終了後に本市が継続利用を希望した場合は再契約できる

こと。 

 

２３． データ要件 

（ア）地理的対象範囲 

白山市全域とする。 

（イ）データ移行・搭載 

別紙「統合型 GIS レイヤー一覧」及び「公開型 GIS レイヤー一覧」

に記するデータを搭載すること。受注者が調達するものを除き、本

市は載データをＳｈａｐｅ形式等汎用的なデータ形式にて受注者に

貸与する。既存システムからのデータ抽出支援、システムに搭載す

るための地図データのデータ変換・表示に必要な調整等は受注者が

行い必要に応じて各部署に対してヒアリング等を行い、移行計画を

作成すること。 

受注者はこれらの搭載データについて最終更新日のものをシステ

ムにセットアップすること。 

（ウ）動作検証 

各種データの登録及び設定後は、試用期間内にシステムが正常に

動作するかを検証及び確認すること。 

 

（エ）追加レイヤー 

本市より貸与する資料を基に本システムに搭載可能な調整を行い

追加を実施し、運用可能すること。 
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対象資料 資料数量 データ整備方法 

法定外公共物 数量表に記載 

本市から貸与する法定外譲与申請図書（紙）のス
キャニングを行い、申請図書のデータ化を行う。
法定外譲与図面申請図書はデータ整理を行い、
各法定外申請図書の範囲でポリゴン図形を作成
する。 
スキャニングデータとポリゴン図形の関連付け
を行い、ファイリングとして参照可能な設定を
行う。 
なお、資料借用にあたっては、各支所から受注者
が借用を行い、内容を精査の上、作業を進めるこ
と。また、借用期間については、短期間での対応
を行うこと。 

空家台帳 数量表に記載 

本市から貸与する空家管理情報（Ｅｘｃｅｌデ
ータ）の住所情報からアドレスマッチングを行
い、ポイント図形を作成する。併せて、空家管理
情報の内容が参照及び登録可能な管理フォーム
を作成する。 

農振農用地 数量表に記載 

本市から貸与する農振農用地一覧（Ｅｘｃｅｌ
データ）と地番図でマッチング処理を行い、ポリ
ゴン図形を作成する。 
地番図作成範囲外は、本市から貸与する農振農
用地図（紙）をスキャニングし、農振農用地の範
囲を特定し、ポリゴン図形を作成する。スキャニ
ングデータとポリゴン図形の関連付けを行い、
ファイリングとして参照可能な設定を行う。 
なお、農振農用地図（紙）については、様々な形
式に作成されたものであるので、十分に注意し
て範囲の特定を行うこと。 

農道台帳 数量表に記載 

本市から貸与する農道台帳図を基に、農道路線
網図データ（ライン図形）を作成する。併せて農
道台帳図（紙）のスキャニングを行い、作成した
ライン図形と関連付けを行い、ファイリングと
して参照可能な設定を行う。 

公園台帳 数量表に記載 
本市から貸与する公園管理資料を基に、ポイン
ト図形を作成し、公園位置と公園名称を管理で
きるように設定を行う。 

除雪路線図 数量表に記載 

本市から貸与する除雪路線図を基に、除雪路線
網図データ（ライン図形）を作成し、除雪順序等
が管理可能な設定を行う。 
なお、属性分類については、現在の除雪路線図に
準じたデータ作成を行うこと。 

 

（オ）追加データの調達 

次のデータを調達、変換を実施し、搭載すること。 

・住宅地図（地籍情報あり） 一式 

・電力設備位置情報     一式 
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２４． 統合型ＧＩＳ 

（ア）概要 

統合型ＧＩＳは、庁内ＬＡＮ（ＬＧＷＡＮ回線及びインターネッ

ト回線）に接続された各種端末において利用するものとし、庁内の

情報流通を促進し、高度な情報共有を図ることができること。 

（イ）レイヤー一覧 

別紙「統合型ＧＩＳレイヤー一覧」のとおりとする。 

（ウ）システム要件 

システムは地方公共団体情報システム機構のＬＧＷＡＮ−ＡＳＰ

サービスリストに登録されているサービスであること。 

システムは一般財団法人全国地域情報化推進協議会（ＡＰＰＬＩ

Ｃ）が定義する地域情報プラットフォームに準拠する製品であるこ

と。 

操作性に優れかつストレスなく地図遷移や画面展開が可能である

等、動作速度が優れているものとすること。 

（エ）システム利用環境 

ＬＧＷＡＮ回線に接続された全ての端末で利用できること。現地

調査機能はインターネット回線に接続された端末で利用できること。 

詳細は次のとおり。 

(1) ＬＧＷＡＮ回線に接続された端末 

原則としてインターネットブラウザソフト（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ

Ｅｄｇｅ等）で動作すること。 

ソフトウエアのインストールが必要な場合は、本市のクライアン

ト（約１，０００台）へのインストール作業を行うこと。但し後述

する（キ）のクライアント環境で適切な応答時間で運用できること。 

また、ソフトウエアのセキュリティ更新が継続的に行われ、更新

プログラムの適用が自動的に行われる仕組みであること。 

(2) インターネットに接続された端末 

 インターネットブラウザソフト（ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＥｄｇｅ等）

で動作すること。また原則としてプラグイン等のソフトウェアのイ

ンストールを要しないこと。 

（オ）ライセンス数 

ライセンス数は次のとおりとし、災害時はライセンス制限を解除

できること。 

(3) 統合型ＧＩＳ 

 同時接続４０ライセンスで運用できるように提供し、固定資産機
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能と現地調査機能とそれぞれ、連携できるように設定を行うものと

する。 

(4) 固定資産機能（統合型ＧＩＳに含まれる機能） 

 同時接続５ライセンスで運用できるように提供し、統合型ＧＩＳ

と連携できるように設定を行うこと。統合型ＧＩＳと連携するレイ

ヤーについては、協議の上、詳細を決定するものとする。 

(5) 現地調査機能（統合型ＧＩＳに含まれる機能） 

 同時接続４０ライセンスで運用できるように提供し、本市職員が

容易に現地調査で利用できるような簡易調査フォームを５レイヤー

分設定すること。現地調査機能は統合型ＧＩＳと相互連携できる仕

組みとし、それぞれから登録した図形データ・写真画像データ・テキ

ストデータは、自動的に反映できること。これらの登録されたデータ

は、データごとに統合型ＧＩＳと現地調査機能に登録されたアカウ

ントで共有し、閲覧できること。簡易調査フォームの詳細は、協議の

上、決定する。 

(6) 住宅地図 

統合型ＧＩＳで利用するため、同時利用４０ライセンス分を受注

者が調達すること。なお、利用期間は５年間とする。 

（カ）ネットワーク環境 

本市のネットワーク環境は次のとおりであり、本環境下での稼働

を保証すること。 

ＬＧＷＡＮ接続系ネットワーク帯域：５０Ｍｂｐｓ 

クライアントＰＣ接続方法：有線ＬＡＮ及び無線ＬＡＮ 

既存ネットワーク利用プロトコル：ＴＣＰ/ＩＰ 

（キ）クライアント環境 

本システムにおけるクライアント環境は次のとおりであり、本環

境下での稼働を保証すること。 

ＯＳ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０ 

ＣＰＵ：Ｉｎｔｅｌ Ｃｏｒｅ ｉ５ 

メモリ：８ＧＢ 

ブラウザ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ 

なお、運用期間中にクライアントの更新を予定していることから 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１１での稼働を保証すること。 

（ク）システム利用形態 

システムは、利用者にとって簡便で分かりやすい操作体系と機能

の配置により、マニュアルに頼らなくても利用可能なインターフェ
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イスとすること。 

システムは、同時接続数（最大４０）でアクセスした場合でも変わ

らないレスポンスを保つことができること。 

システム利用端末において、一定時間、システム又は端末の操作が

ない場合、同時接続ライセンスの浪費が行われないように自動的に

セッションを切断できること。 

地図レイヤー・データは無制限に追加できること。 

地図データには、属性情報として文字で表示できるもののほか、関

連ファイル等も含むものとする。 

表示する地図の内容に応じて、背景図は任意に選択できること。 

データの正当性を担保するため、ID とパスワードによるユーザー

認証及びユーザーの操作権限を設定する仕組を有すること。 

（ケ）機能要件 

システムの機能要件は、別紙「統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧」

のとおりとする。 

（コ）環境設定 

構築する環境等の内容は次のとおりとし、環境設定内容について

はシステム設定書として取りまとめ納品すること。 

ＬＧＷＡＮデータセンター及びテストサイト（検証環境）へ本市専

用の環境（テナント）を構築し、作業準備を行うものとする。その

後、以下の環境設定を行うものとする。 

(1) ユーザー・グループ設定（ユーザーＩＤ、パスワード等） 

(2) ユーザー権限設定（各ユーザーに対して管理者ユーザー、一般

ユーザー等の初期設定） 

(3) データソース設定（取り扱う地図データを分野・種別・部署等

で分類するためのデータソース設定）  

(4) レイヤー設定（個々のレイヤーに対する権限の初期設定（参

照、編集、印刷、出力）） 

(5) レイヤースタイル設定（ポイント、ライン、ポリゴン等のスタ

イル設定） 

(6) グループレイヤー設定（所属グループ等によるレイヤーに対

する権限設定） 

(7) マップ設定（各レイヤーを束ねたマップ設定） 

(8) プロジェクト設定（初期プロジェクトの設定） 

(9) 印刷レイアウト設定（印刷テンプレート（Ａ１からＡ４、縦横、

凡例や注意分の有無等）の各種設定）） 
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(10)検索テーブル設定（住所や地番、施設名称等による検索テーブ

ル設定） 

（サ）既存データの移行 

別紙の「統合型ＧＩＳレイヤー一覧」の既存データについて、本シ

ステムで取り扱えるよう調整を行うものとする。データ調整の際、

既存データの位置情報を確認し、本市と協議の上、必要に応じて修

正を行うものとする。なお、移行対象となる既存データの棚卸を行

い、本市との協議の上、作業を進めるものとする。 

（シ）属性レイアウト設定 

既存データのレイヤーが持つ専用の属性表示画面を「属性レイア

ウト」として作成する。属性レイアウト内は、ボタンや入力ボック

スのほか、チェックボックスやコンボボックス等の部品を配置する

等、属性項目に応じた設定を行うことで、属性入力作業を簡素化し、

不正な値の入力を防ぐ等の設定すること。属性レイアウトを作成す

るレイヤーは「統合型ＧＩＳレイヤー一覧」のとおりとする。 

また、属性レイアウトの作成と併せて、登録する全てのレイヤーに

対して専用の帳票が印刷できる設定を行うこと。詳細は本市と協議

の上決定する。 

（ス）固定資産税に関する設定（統合型ＧＩＳに含まれる機能） 

本市資産税課で運用中の既存システム（PasCAL for LGWAN）内の各

種地図データの移行を実施する。移行は受注者が実施するものとし、

当該データ移行に関する費用は本案件に含まれる。なお、業務に支

障の無いよう、十分に調整を行った上で実施するものとする。 

本システムの設定作業においては、統合型ＧＩＳ及びその一つの

機能である固定資産税に関するデータベース構築、連携方法、権限

設定、運用方法等、詳細については本市と協議のうえ調整しなけれ

ばならない。また、業務に支障が生じることのないよう、仮稼働を、

業務着手後６か月で実施し、その機能、使い勝手等について本市の

了承を得るものとする。 

なお、操作性等については、既存システムを踏襲するものとする。 

固定資産税に関する機能については、別紙「統合型・公開型ＧＩＳ

要求機能一覧」のとおりとする。 

（セ）現地調査機能に関する設定（統合型ＧＩＳに含まれる機能） 

統合型ＧＩＳ内に搭載した各種地図データをスマートフォン等の

モバイル端末でも容易に使用する環境を設定するため、現地調査機

能の設定作業を実施するものとする。 
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なお、現地調査機能の利用については、インターネット環境で行う

ものとし、統合型ＧＩＳへ図形・属性・写真の各データが自動的に

データ連携できる仕組みを実装するものとする。また、アプリケー

ションのインストール等が不要な環境で運用させるものとする。 

現地調査機能に関する機能については、別紙「統合型・公開型ＧＩ

Ｓ要求機能一覧」のとおりとする。 

（ソ）サイト検証 

整備したシステム環境設定を、システムが本市の求める機能要件・

非機能要件どおりに設定されているかを検証すること。 

また、本市が立合いの上、本市の利用端末を利用し、システム動作、

機能、表現及び権限設定についての受入テストを行うこと。 

（タ）システムデータ更新 

本運用期間内において、本システム内に搭載しているデータを更

新すること。 

「更新レイヤー一覧表」のとおりとし、本市と協議の上、決定する

ものとする。 

ただし、更新の際に背景図等（航空写真や都市計画基本図等）のデ

ータ変換作業や更新データの加工等の作業が発生する場合は、別途

契約とする。 

 

２５． 公開型ＧＩＳ 

（ア）概要・基本要件 

⑴ システムで利用する背景地図は、都市計画図、航空写真、地理院地

図、民間地図とし、要件は次のとおりとする。  

・都市計画図（1/2,500）を表示する場合は、情報の間引きを行わ

ず、指定された図式、地図記号、凡例注記等を正確に表現するこ

と。  

・精度が必要となる都市計画等の情報を表示する場合は、背景図

の最大縮尺を固定する等、表示設定は本市と協議の上設定するこ

と。  

・民間地図は都市計画等の情報と重ね合わせて表示させることが

できないように設定すること。 

 ・民間地図は印刷が可能なものを調達すること。 

（配布する場合は、事前に受注者へ確認を行う。なお、大量か

つ不特定多数への配布、有償での配布、書籍・冊子等への印刷

画像提供等の利用は除くものとする。）  
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・色凡例の設定は、利用者が見やすいものとなるように、本市と

協議の上設定すること。  

・測量精度を保ったまま印刷することができること。  

⑵ レイヤーは別紙「公開型 GIS レイヤー一覧」とする。 

⑶ システムは、インターネットＡＳＰ方式とすること。  

⑷ システムの機能要件は、別紙「統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧」

のとおりとする。  

⑸ 公開 WEB サーバーへのアクセスログが取得できること。  

⑹ 利用者の同時接続は無制限であること。また、大量のアクセス数に

対しても利用者がスムーズに利用できる対策を講じること。  

⑺ インターネットブラウザソフトで利用できることとし、利用環境は

次のとおりとする。なお、主要なＯＳ及びブラウザのバージョンア

ップについても無償で対応できること。  

 ・パソコン  

ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降、ＭａｃＯＳ１０以降  

ブラウザ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ、 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ等の主要ブラウザに対応 

 ・スマートフォン・タブレット  

  ＯＳ：ｉＯＳ１４以降、Ａｎｄｒｏｉｄ１１以降  

ブラウザ：Ｓａｆａｒｉ、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ等の 

対象ＯＳの標準ブラウザに対応 

 

（イ）システム構築 

(1) 本市用のサイト名称、ＵＲＬを設定するものとする。公開型ＧＩＳ

の標準的な機能として、使用頻度の高い標準的なＡ４・Ａ３サイズの

印刷レイアウトを設定すること。印刷レイアウトには、地図の方位記

号、スケールバー、印刷日時の要素についても印字できるよう設定を

行うこととし、印刷レイアウトの詳細は、本市と協議の上決定するも

のとする。  

(2) トップページの画面デザインは、パッケージ製品での対応を基本

とし、「ＪＩＳＸ８３４１－３：２０１６」が規定する「レベルＡＡ」

に準拠し、アクセシビリティに配慮したデザインとする。また、色調

等は本市のＨＰに合わせて調整するものとし、写真やキャラクター

画像等も含めて配置調整を行うものとし、設定内容を本市と協議に

より決定するものとする。また、利用上の注意及び利用条件等の表示

設定をすることとし、利用条件等は受注者が原案を作成し、本市と協
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議の上決定するものとする。なお、スマートフォンサイトについては、

パッケージ固定のデザインでも問題ないものとする。 

 (3) 公開前の調整  

・本サービスを開始するに当たって、非公開による内部検証が行え

るようにすること。  

・その際、動作、表示内容等に不具合が発生した場合には、本サー

ビス開始までに改善すること。  

・関係者以外のアクセスを防止するための処置を講じること。  

・本システムの運用開始後においては、データの更新時又はシステ

ムの設定変更時等の事前確認用として引き続き使用できること。 

(4) システムデータ更新 

契約期間内において、本システム内に搭載されているデータの更新

は２００レイヤーまで実施すること。更新するレイヤーは本市と協

議する。ただし、更新レイヤー数が超過する場合や、背景図（航空

写真撮影や都市計画基本図等）の更新、更新データの加工等の作業

が発生する場合は別途契約とする。 

 

２６． 都市計画基本図修正 

（ア）作業計画 

受注者は、作業着手前に、作業の方法、使用する主要な機器、要

員、日程等について適切な作業計画を立案し、これを本市に提出し

て、その承認を得るものとする。なお、作業計画を変更しようとす

るときも同様とする。 

作業に使用する測量成果は以下とし、本市より貸与する。 

(1) 空中写真（令和５年６月撮影、地上画素寸法１２㎝） 

(2) 都市計画基本図（平成２６年度修正成果） 

（イ）過年度データ修正 

過年度データ修正は、旧数値地形図データファイルの構造、デー

タ及び図郭間接合の点検を行い、不適切であるとみなされる論理エ

ラー箇所を修正するものとする。旧数値地形図データに含まれる論

理エラーの内容及び修正対応案を整理し、本市の了解を得たうえで、

予察作業に着手する。 

なお、論理エラーは約８，０００箇所存在しているため、不適切

なエラーは確実に修正対応を行った上で、後続作業を行うものとす

る。 
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（ウ）予察 

貸与した都市計画基本図、空中写真成果を用いて、予察作業によ

り修正箇所を抽出し、都市計画基本図と空中写真を重ね合わせ出力

した印刷図に作業結果を整理するものとする。 

予察作業前には、以下の確認、検討を実施すること。 

⑴ 旧数値地形図データのファイル構造の良否、フォーマットの良

否、データの良否及び論理矛盾についての点検 

⑵  新設又は移転改埋等を実施した基準点の調査 

⑶  各種資料図等の利用可否の判定 

⑷ 修正素図と空中写真等の資料との照合 

⑸ 地名、境界等の変更の資料収集 

⑹ 実施順序及び作業方法 

 

（エ）現地調査 

現地調査は、数値地形図データを作成するために必要な各種表現

事項・名称等について、現地調査にて確認を行い、その結果を空中

写真及び参考資料に記入して数値図化及び数値編集に必要な資料を

作成するものとする。 

現地調査で使用する空中写真等の印刷図の縮尺は、原則として

1/2,500 とすること。現地調査前に、予察結果、空中写真及び各種資

料を活用し、以下の確認を実施すること。 

⑴  空中写真上で判読困難又は判読不能な事項 

⑵  空中写真撮影後の変化状況 

⑶  図式の適用上必要な事項 

⑷  注記に必要な事項及び境界 

⑸  その他特に必要な事項 

（オ）修正数値図化 

修正数値図化は、これまで得られた成果を使用し、数値図化機を

用いて、ステレオモデルを構築し、地形、地物等の座標値を取得し、

数値図化データを作成するものとする。 

細部修正数値図化は、線状対象物、建物、植生、等高線等の順序

で行うものとし、必ずデータの位置、形状等をモニターに表示し、

データの取得漏れのないように留意するものとする。 

作成データの点検は、作成した数値図化データをモニターに表示

し、空中写真、予察資料、現地調査資料を用い、以下について行う

ものとする。 
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⑴ 取得の漏れ及び過剰並びに平面位置及び標高の誤りの有無 

⑵ 接合の良否 

⑶ 標高点の位置、密度及び測定値の良否 

⑷ 地形表現データの整合 

（カ）修正数値編集 

修正数値編集は、現地調査の結果等に基づき、図形編集装置を用

いて数値図化データの編集を行い、編集済データを作成するものと

する。 

現地調査等において収集した図面等の資料は、デジタイザ又はス

キャナを用いて数値化し、図形編集装置に入力するものとする。 

地形、地物等のずれが製品仕様書に定めた規定値を満たさない

場合は、修正数値図化作業を再度実施するものとする。 

編集済みデータの目視点検はプロッタを用いた出力図より行うも

のとし、不明箇所は必要に応じて現地補測等で確認を行うものとす

る。 

編集済データの論理的矛盾等の点検は、点検プログラム等により

行うものとする。 

 

（キ）数値地形図データファイル作成 

製品仕様書に従って補測編集済データから数値地形図データファ

イル（DM 形式）を作成し、電磁的記録媒体に記録するものとする。 

編集済データは、汎用性のあるファイル形式（Shape 形式・CAD 形

式）とするものとする。 

 

（ク）都市計画決定情報等データの調整 

本業務で作成した数値地形図データ（地図情報レベル 2500）と既

存都市計画決定情報等データをモニターで表示し、重ね合わせた上

で、貸与した都市計画決定図書を基に、都市計画決定情報等を修正

するものとする。窓口製本については、前条までに作成した数値地

形図データに合わせて、新規作成を行うものとする。搭載する都市

計画情報は次のとおりとし、最終的な内容は協議の上、決定する。 

 
第一種低層住居専用地域 商業地域 特別用途区域 
第二種低層住居専用地域 準工業地域 都市計画道路 
第一種中高層住居専用地域 工業地域 公園 
第二種中高層住居専用地域 工業専用地域 準防火地域 
第一種住居地域 行政区域界 供給処理区域 
第二種住居地域 都市計画区域 その他の施設 
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準住居地域 市街化区域 用途地域内容積率及び建蔽率 
近隣商業地域 都市計画による区画整理

施行区域 
その他地域容積率及び建蔽率 

ＤＩＤ 地区計画区域 市街化調整区域 

 

（ケ）1/10,000 縮小数値編集 

本業務で作成した数値地形図データ（地図情報レベル 2500）をも

とに 1/10,000 地形図図式規程に従い、注記調整、等高線間引き等の

編集を行い、編集済数値地形図データおよび縮小編纂図を作成する

ものとする。 

（コ）印刷用データ作成 

本業務で作成したデータを利用し、各印刷用データ（S=1/2,500、

1/10,000）を作成するものとする。 

印刷用データには、表題・縮尺・方位・位置図・凡例等を記した

整飾部分も併せて印刷が可能なものとする。詳細は、本市と協議の

上、決定するものとする。 

作成する印刷用データは、以下のとおりとする。各印刷用データ

の図郭数は既存図郭割での数量となるが、図郭割及び数量は、本市

と協議の上、決定するものとする。 

⑴ 1/2,500 白図  ：59 図郭 A0 モノクロ 

⑵ 1/10,000 白図         : 4 図郭 A0 モノクロ 

※データ形式は、汎用性の高いデータ形式（PDF 形式及び JPG 形式）

とすること。詳細は、本市と協議により決定するものとする。 

 

２７． 非機能要件（統合型ＧＩＳ・公開型ＧＩＳ） 

（ア）非機能要件 

システムの非機能要件は、別紙「非機能要件一覧」のとおりとす

る。 

（イ）データセンター要件  

⑴ 地震、風水害等の自然災害に対応できる耐震・耐火構造を備え十分

にセキュリティが確保された日本国内のデータセンター内でシス

テムを運用すること。  

⑵ 計画サービス時間は、２４時間３６５日であること。 

⑶ 生体認証や監視カメラの設置等、厳重な入退室管理を行うこと。 

⑷ システム稼働状況はリアルタイムで監視すること。  

⑸ 日次によるデータバックアップ機能を有し、万が一データが消失し

た場合においても速やかに復旧可能な体制であること。 
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⑹ 第三者による不正アクセスやウイルス対策等に万全を期すこと。 

⑺ データセンターの通信回線についてはマルチキャリアに対応する

ものとし、障害時に備えてバックアップ回線を用意すること。 

⑻ サーバーや通信機器等のハード機器類は、二重化構造とすること。 

⑼ 自家発電装置を設置すること。  

⑽ 本市がデータセンターへの立ち入りを求めた場合、承諾するものと

する。 

 

２８． 運用・保守体制 

(1) 本サービス（システム）は、５年間の利用を前提としており、利用中

の運用・保守において発生する障害や問題に対して、責任を持って解

決できる体制であること。 

(2) 障害等緊急時の連絡窓口を設置すること。また、障害等緊急で対応す

べき事象が発生した場合に対応が必要となる受注者の技術者やその他

関係するメーカー等との連絡体制を整備すること。 

(3) 運用・保守体制として、通常及び緊急時の連絡先及び連絡方法を提示

すること。 

(4) 障害発生時には、障害の切り分けを実施し速やかに対応すること。 

 

２９． サポート体制 

⑴ 問合せ対応 

職員による操作に関する問合せや、障害等緊急時の連絡等に対応する窓

口を設けること。 

・電話での問合せ 

平日（月曜～金曜）の午前８時３０分から午後６時００分まで 

  ※（祝祭日、年末年始（１２／２９～１／４）を除く） 

・メールでの問合せ：２４時間受付 

・時間外受付窓口 

本サービスのインシデントに関する問合せ受付は、２４時間受付 

・サポートサイト 

操作に関する検索ができるサポートサイトを提供すること。 

なお、サポートサイトの利用は追加の費用負担なしで利用できること。 

 

⑵ 障害対応 

障害等緊急で対応すべき事象が発生した場合は、連絡窓口が一次窓口の

役割を担い、必要に応じて受注者の技術者やその他関係メーカー等と連携
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し、速やかに対応すること。障害等緊急時の対応手順をあらかじめ作成し、

提示すること。障害発生の連絡を受けた場合は、その障害原因を特定し、

運用担当者へ報告すること。重大障害の際には、対策会議等を開催し、経

過等を取りまとめて報告するとともに、改善策を運用担当者へ提示するこ

と。導入したサービス（システム）において、ウイルスの検出や不正アク

セス等の事案が発生した場合は、運用担当者と協力し、対応及び原因究明

を行うこと。 

⑶ システム保守 

受注者は、導入したサービスの正常な動作を確保するための一切の保守

業務を実施すること。導入したサービス（システム）に関連するソフトウ

ェアにおいて、修正等のモジュールが提供された場合には、モジュールの

適用の必要性を判断し、運用担当者へ説明すること。モジュールの適用は、

運用担当者の承認を得た上で実施すること。導入したサービス（システム）

で使用するソフトウェアに対するセキュリティーホールが各メーカーより

報告された場合は、全体への影響度を考慮に入れ、対策プログラムの適応

の必要性を判断し、運用担当者へ報告すること。協議の結果、適応が必要

であると運用担当者が判断した場合は、対策を実施すること。 

⑷ その他 

問合せ対応で把握したニーズは、その対応について検討するとともに、対

応を行った場合は定期バージョンアップ時等での反映を検討すること。そ

の他運用・保守について、追加費用を必要とせずに提供できる機能等、有

効な提案があれば併せて提案すること。 

 

３０． 操作研修 

システム利用者である職員及びシステム管理者向けの研修を実施するこ

と。 

研修を実施するために必要となるシステム及び端末の設定や講師の派遣、

対象職員数に応じたサポート要員の準備等、研修に必要となる一連の要素

は受注者の負担にて準備すること。詳細な研修要件については、下表に示

す。 
項目 研修内容 
システムの概要の説明 システムの概要・背景等を説明する。 

システムの操作の説明 システムの操作説明をする。操作説明の際は、本市の運
用に合わせた操作マニュアル（管理者用・利用者用の両
方）を準備すること。 

運用・保守の説明 システムの運用保守に関する必要事項等を説明する。 

 



統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

ー ー ー
基本事項 サービス提供環境 機器環境 利用者の操作機器環境（PC、スマートフォン）及び管理者側（管理シス

テム・ドライバー）の操作機器環境として、指定する機器環境に対応す
ること。

利用者側の機器環境（公開型GIS・現地調査機能）
・対応デバイス：スマートフォン等
・対応OS、バージョン：Android11以降、iOS14以降
・対応ブラウザとそのバージョン：Chrome55.0.283以降、
Safari10以降
管理者側の利用環境（統合型GIS）
・対応デバイス：PC
・対応OS、バージョン：Windows11 21H2以降
・対応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge
・CPU    ：Intel第8世代 Core i5
・メモリ ：8GB
・HDD    ：256GB

〇 ○

ネットワーク環境 サービスを提供するネットワーク環境及び通信経路の暗号化について指
定する要件に対応すること。提案する環境が要件と異なる場合は、その
理由やネットワークセキュリティ面で問題ないことを示すこと。

庁外利用環境：インターネットで動作すること。
庁内利用環境：LG-WAN（50Mbps）で快適に動作すること。
インターネット上の通信経路においては暗号化を行うこと。
通信環境は、次のとおりとする。
※自治体情報セキュリティ対策の３層分離において、仮想デスク
トップ環境など仮想環境にて利用できること。

〇 〇 ○

データ管理 データのバックアップに関して指定する要件に対応すること。提案する
環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリティ面で問題な
いことを示すこと。

・バックアップ環境：指定した場合を除き全て日本国内であるこ
と。
・サイクル（週次）
  フルバックアップ：週１回
  差分：フルバックアップ日を除く６日
・保有世代数（保有期間）：３世代（３週間分）以上

〇 〇 ○

サービス提供時間 指定する時間帯でサービスが利用可能とすること。 メンテナンス時間を除き24時間利用できること。 〇 〇 ○

統合型ライセンス数 管理者側ライセンス 管理者側アカウントライセンスが必要となる場合は、指定する要件に対
応すること。

40ライセンス（管理者権限含む） 〇 ○

公開型ライセンス数 管理者側ライセンス 管理者側アカウントライセンスが必要となる場合は、指定する要件に対
応すること。

管理者アカウントを提供できるものとし、ライセンス数は協議の
上、決定する
一般ユーザアカウント：無制限

〇 ― ― ―

デザイン・操作性 デザイン・操作性 表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいユニバーサルな
デザインであること。また、利用者およびサービスを提供する管理者双
方にとって、わかりやすい操作性が確保されていること。

ー

〇 〇 ○

アクセシビリティ アクセシビリティに配慮したデザインであること。 「JIS X8341-3：2016」が規定する「レベルAA」に準拠するなど
アクセシビリティに配慮したデザインであること。 ー 〇 ○

視覚障害者支援 視覚障害を持つユーザーの操作を補助するように配慮することが望まし
い。

ー
ー ー ○

多言語対応 指定する言語に対応すること。 次の言語に対応すること。
・英語
・中国語（簡体字/繁体字）

ー ー ○

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須

■基本要件

大項目 中項目 小項目 統合型

参考
国モデル仕様書の
機能搭載区分
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
情報セキュリティ システムログ エラー情報の把握やUI/UXの改善に必要となるログ情報を取得するこ

と。
統合型GIS：日次、グループ、ユーザー、操作内容の情報
公開型GIS：リクエストの総数（ページビュー）、訪問数の累計
（ユーザーセッション数）、訪問者の総数（ユニークユーザー
数）、マップ別集計

〇 〇 ○

アクセス・操作ログ 管理システムのアクセスログ・操作ログを取得すること。 ー 〇 〇 ○

不正プログラム対策 システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境においては、コ
ンピュータウィルス等不正プログラムの侵入や外部からの不正アクセス
が起きないよう対策を講じるとともに、それら対策で用いるソフトウェ
アは常に最新の状態に保つこと。

ー

〇 〇 ○

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境で用いるOSやソ
フトウェアは、不正プログラム対策に係るパッチやバージョンアップな
ど適宜実施できる環境を準備すること。

ー

〇 〇 ○

データ移行 ー 現行システム（サービス）で保有するデータを、新システム（サービ
ス）の初期データとして移行（登録）すること。

ー 〇 〇 ○

将来的なシステム移行等に備え、保持するデータについてはデジタル社
会推進標準ガイドラインにある政府相互運用性フレームワーク（GIF）に
準拠するなど標準的なデータモデルに沿った形にすること。

ー

ー 〇 ○

サービス終了時・契約満了時等の対応 保有データの提供 サービス開始後に利用者が入力した情報及び本社が登録した情報のう
ち、本社の情報管理権限を有する情報（本社が提供を希望する情報）に
ついては、契約終了時に全て抽出し本社に提供可能とすること。

ー

〇 〇 ○

保有データの消去等 サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、本社が提供を希望
する保有データを提供ののち、速やかにシステムから消去すること。消
去においては、復元不可能な状態にすること。

データ消去後に、当該データを保存していた記憶装置の消去を行
うととももに、そのエビデンスを提出すること。 〇 〇 ○

利用規約等 利用規約への同意 利用者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）をとる機能を有するこ
と。

ー
ー 〇 ○

問い合わせ機能 ー 問い合わせ方法に関する情報が掲載できること。 ー ー 〇 ○

統計機能 ー システム・サービスの運用状況や利用状況を定期又は任意の時点で集計
できること。

集計するデータは次のとおりとする。
統合型GIS：ログイン回数、ログイン時間
公開型GIS：リクエストの総数（ページビュー）、訪問数の累計
（ユーザーセッション数）、訪問者の総数（ユニークユーザー
数）、マップ別集計

ー 〇 ○

関係法規制への対応 ー サービスの稼働、運用・提供に関係する関係法規制を遵守するととも
に、常に最新動向を把握し、適宜必要な見直し・改善を実施すること。

ー
ー 〇 ○

資格管理側アカウント管理 管理情報 職員用アカウントを登録できること。 ー 〇 〇 ○
アカウント設定方法・認証方法 登録できるユーザー数は指定のとおりとすること。 ・登録できる管理ユーザー数は、40人以上とすること。 〇 〇 ○

管理者によるパスワードのリセット（又は再設定）ができること。 ー 〇 〇 ○

■資格管理
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
アクセス制御 職員アカウントは、所属ごとなどでグループ設定でき、各グループごと

に利用可能な情報の権限設定を行えること。
ー

〇 〇 ○

ー ー ー
基本条件 地図の種類・ライセンス システムで使用する地図の種類、必要なライセンス数（同時接続数）は

指定のとおりとすること。
統合型GIS：４０ライセンス、固定資産機能：5ライセンス、現地
調査機能：４０ライセンス
公開型GIS：無制限

〇 〇 ○

利用者向
け機能

トップページ トップページ等 利用者向けトップページを設置する。 トップページに表示する内容は、次のとおりとすること。
システム名称、画像、利用上の注意、新着情報、操作マニュア
ル、問い合わせ先、地図ページへのリンク等

ー 〇 ○

利用者に本市のサービスであることが伝わりやすい工夫がされているこ
と。

本市のキャラクター画像や記章等を設定すること。 ー 〇 ○

地図表示機能 背景図 地形図、航空写真、背景用⺠間地図等を背景図として表示できること。
また、複数の背景図の切り替えができること。

ー 〇 〇 ○

地形図、背景用⺠間地図等の元データがベクタレイヤの背景図について
は、タイル画像化して表示できること。

ー
〇 〇 ○

凡例機能 表示中のアイコン等に対する凡例を表示し、表示・非表示の切り替えが
できること。

ー
〇 〇 ○

地図表示 表示デバイスの位置情報を利用し、現在地を表示できること。 統合型GIS：現地調査機能において対応
公開型GIS：スマートフォン版において対応 〇 〇 ○

表示画面中心に中心を表すマークの表示・非表示切替ができること。 ー 〇 〇 ○

表示中の地図縮尺に対応したスケールバーを表示できること。 ー 〇 〇 ○

異なる施設情報、地図コンテンツ及び背景図を選択した２種類の地図を
同一画面内に並べて表示できること。

ー
〇 〇 ○

並べて表示した地図について、拡大縮小や移動等の操作を連動できるこ
と。

ー
〇 〇 ○

施設情報や地図コンテンツと背景図を重ね合わせて地図に表示できるこ
と。

ー
〇 〇 ○

背景図に対し、アイコンなどの表示項目の透過度が設定可能であるこ
と。

ー
〇 〇 ○

表示している地図の内容を表示できるURLを表示できること。 ー ー 〇 ○

ハッチングパターンは縦・横・斜め（右下がり、左下がりの各方向）で
設定できること。

ー
〇 〇 ○

索引図表示 表示中の地図範囲を示した索引図を表示できること。また、索引図の表
示・非表示の切り替えができること。

ー
〇 〇 ○

■機能要件
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
索引図で指定した場所に地図表示を移動できること。 ー 〇 〇 ○

主題情報・シンボル情報 図形情報に対応するポイント（点）、ライン（線）、ポリゴン（面）を
表示できること。

ー
〇 〇 ○

図形（アイコンシンボル、線、面）の表示設定は、複数色、複数種類か
ら選択できること。

ー
〇 〇 ○

点レイヤと属性情報で構成されるシンボル情報を表示できること。ま
た、点レイヤはアイコンとして表示できること。

ー
〇 〇 ○

アイコンはシステム標準のものを用意し、追加できること。 ー 〇 〇 ○

属性情報の値に従い、ラベルを地図上に表示できること。 ー 〇 〇 ○

属性情報の値（角度）に従い、ラベルやアイコンを回転してを地図上に
表示できること。

ー
〇 〇 ○

縮尺に応じて、アイコンのサイズや形状等を変更せず、画面上で一定の
サイズで表示できること。
また、ラベルやアイコンは、縮尺に応じて非表示にできること。非表示
とする縮尺は、アイコンごとに設定できること。

ー

〇 〇 ○

関連ファイル 施設情報や地図コンテンツに関連ファイルを設定できること。 ー 〇 〇 ○

アイコン、線レイヤ及び面レイヤをクリックすることにより、関連ファ
イルを表示できること。

ー
〇 〇 ○

画像ファイルについては、ダウンロードしなくとも画面上に直接画像を
表示できること。

ー
〇 〇 ○

拡大縮小 表示地図の縮尺を一定割合で拡大・縮小できること。 ー 〇 〇 ○

表示地図領域内でマウス操作により矩形領域を指定し拡大できること。 ー 〇 〇 ○

レイヤごとに、表示する縮尺範囲を指定できること。 ー 〇 〇 ○

マウスホイールの操作により地図を拡大・縮小できること。 ー 〇 〇 ○

移動 マウス操作により表示地図の任意の箇所１点を指定し、指定した箇所を
画面の中心に表示できること。

ー
〇 〇 ○

画面上に表示されるボタン等により、地図を任意の方向に一定割合で移
動できること。

ー
〇 〇 ○

マウス操作により地図をつかんだようにして移動できること。 ー 〇 〇 ○

4



統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
ＵＲＬ・ＱＲ 表示した位置情報をURL出力できること。 ー ー 〇 ○

表示した位置情報の携帯電話用URLをQRコード変換して表示できるこ
と。

ー
ー 〇 ○

レイヤ管理等 レイヤ表示等 線レイヤ及び面レイヤと属性情報で構成される地図コンテンツを表示で
きること。

ー
〇 〇 ○

レイヤ単位及び分類単位で表示・非表示の切り替えができること。 ー 〇 〇 ○

属性機能 属性情報設定 テキスト情報などを属性情報としてアイコン、線レイヤ及び面レイヤと
関連付けて設定できること。（事業者による対応でもよい。）

ー
〇 〇 ○

属性情報表示 地図上のアイコン等を選択することで、属性情報を表示できること。 ー 〇 〇 ○

属性一覧 地図上の地物の属性一覧を表示できること。 ー 〇 〇 ○

属性検索 属性一覧画面から地物を検索できること。 ー 〇 〇 ○

属性データ型 属性情報として以下のデータ型を設定できること。
数値、文字列、ＵＲＬなど 〇 〇 ○

URLについてはハイパーリンクとして表示できること。 〇 〇 ○

検索機能 住所検索 住所情報による地図検索ができること。 ー 〇 〇 ○

住所の表記は、全角、半角および英数字、漢数字、日本語表記、「―」
「ー（⻑⾳）」による表示等、想定される住所表記に対して対応できる
こと。

ー

〇 〇 ○

目標物検索 目標物による地図検索ができること。 ー 〇 〇 ○

キーワード入力による地図検索ができること。キーワードは文字の部分
一致で検索できること。

ー
〇 〇 ○

リスト選択による地図検索ができること。 ー 〇 〇 ○

ルート検索 2地点間の最短経路を検索し、地図上に経路及び距離を表示できること。
ー 〇 ○

座標検索 経度・緯度を指定して位置が検索できること。 ー 〇 〇 ○

地図の任意地点の経度・緯度を表示できること。 ー 〇 〇 ○

印刷・出力 印刷 画面に表示した地図や施設情報、地図コンテンツを印刷できること。属
性情報や凡例をあわせて印刷できること。

ー
〇 〇 ○
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
都市計画等一部の地図コンテンツについて、印刷する際の縮尺を予め指
定したものに固定できること。

ー
〇 〇 ○

コピーライトや利用上の注意等、定型文を合わせて印刷できること。 ー 〇 〇 ○

都市計画等一部の地図コンテンツについて、印刷する際のレイアウトを
予め指定した独自の様式に変更できること。

ー
〇 〇 ○

データ出力 画面に表示した地図や施設情報、地図コンテンツを画像ファイルとして
出力できること。

ー
〇 〇 ○

CSV等で、地図に表示している地物の属性一覧を出力できること。ま
た、出力項目等の管理が可能であること。

ー
〇 〇 ○

計測 マウス操作により選択した距離、面積の計測が地図上で行えること。 ー 〇 〇 ○

距離及び面積の計測中に縮尺の変更やスクロールができること。 ー 〇 〇 ○

計測結果が表示されている状態で、印刷や地図の画像を保存できるこ
と。

ー
〇 〇 ○

作図機能 作図 地図上に一時的な図形（点・線・面等）を作成できること。 ー 〇 〇 ○

一時的な図形を含めて印刷・画像出力できること。 ー 〇 〇 ○

スマートフォン対応 表示 スマートフォンに最適化された画面表示ができること。ピンチイン、ピ
ンチアウト、ドラッグなどスマートフォンの操作により地図操作を直感
的に行えること。

統合型GISについては現地調査機能でのみ

〇 〇 ○

管理機能 お知らせ機能 お知らせ、新着情報の表示 新着情報や問い合わせ先等の情報を登録でき、トップ画面等利用者にわ
かりやすい位置に表示できること。

ー
ー 〇 ○

地図表示機能 レイヤ表示 線レイヤは、線の種類や太さ、色、透過度等を変更できること。（事業
者による対応でもよい。）

ー
〇 〇 ○

面レイヤは、枠線や塗りつぶし部分の種類、太さ、色、透過度等を変更
できること。（事業者による対応でもよい。）

ー
〇 〇 ○

レイヤの表示順を設定できること。（事業者による対応でもよい。） ー 〇 〇 ○

レイヤの色分け表示、ラベル表示を設定できること。（事業者による対
応でもよい。）

ー
〇 〇 ○

公開管理 公開データ登録 管理者で公開データの登録する場合については指定の通りとする。 ・統合型GISと連携し、データを公開できること。
 公開するレイヤーは管理者型で選択できること。
※登録は統合型GISのみ。

〇 〇 ○

ー ー ー■特記仕様
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
ー ー ー

トップページ 端末に応じたページ表示 パソコン版、スマートフォン版の自動振り分けを行い、端末に応じた
ページを表示できる。

ー 〇 ー ー ー

イラスト地図からの検索 行政区域全体を範囲とし、役所や駅等の代表的な目標施設を表示するイ
ラスト地図を配置し、その地図上をクリックすると、該当箇所付近を中
心に地図が表示できる。

ー 〇 ー ー ー

地図表示 地図表示 画面サイズに合わせて地図サイズを自動的に調整できること。 〇 〇 ー ー ー
地図クレジットを表示できること。レイヤの表示状態に合わせて自動的
に表示を調整する。

〇 〇 ー ー ー

2画面表示した地図画面の同期、非同期を選択できること。 〇 〇 ー ー ー
航空写真を表示する際には、縮尺に合わせて解像度を調整できる。 〇 〇 ー ー ー

最適化表示 利用者のブラウザのサイズに合わせて、自動的にページサイズや地図表
示エリアを最適化して表示できる。

ー 〇 ー ー ー

縮尺による表示制御 表示するマップやレイヤごとに、拡大・縮小の縮尺設定ができ、指定縮
尺に応じてレイヤを非表示にできる。

ー 〇 ー ー ー

Undo/Redo 自動的に記憶された縮尺と座標を順番に再現できること。 〇 - ー ー ー
拡大縮小 虫眼鏡機能 地図縮尺を変更せずに、地図の一部分を拡大表示する 〇 - ー ー ー

地図表示移動 キーボード・8方向ボタンによる移動 キーボードの矢印ボタンを押下したり、画面内の8方向ボタンをクリック
することで、指定した方向に地図の表示位置を移動できる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー

スムーズスクロール 途切れることなく、連続して画面をスクロール移動できる。 〇 〇 ー ー ー
アドレスマッチングによる場所移動 入力された住所文字列でアドレスマッチングを行った結果で位置を移動

する
〇 - ー ー ー

ブックマーク 名称を付けて特定の位置を登録し、登録したものを呼び出すことで移動
する

〇 - ー ー ー

レイヤ管理等 レイヤ表示等
複数のレイヤの組合せをレイヤセットとして設定し、名前付けて保存で
きること。

〇 - ー ー ー

事前に登録したレイヤセットを指定し、表示レイヤを切り替えられるこ
と。

〇 - ー ー ー

レイヤごとに、線種、線色、塗りつぶし色等を任意に設定する。ユーザ
毎に個別に設定ができること。

〇 - ー ー ー

レイヤの権限設定 レイヤーに対して、編集・印刷・出力の権限を指定する 〇 - ー ー ー
外部テーブルの関連付け 指定したレイヤーに外部属性データを関連付ける 〇 - ー ー ー

メタ情報表示及び検索
クリアリングハウスのようにメタ情報を表示、更新する、メタ情報を
使ってレイヤを検索する

〇 - ー ー ー

任意レイヤの重ね合せ表示
表示しているマップに、他のマップのレイヤを任意に選択し、重ね合わ
せて表示することができる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー

レイヤの組み合わせ制限
他のマップに重ね合わせて表示できないよう、レイヤごとに制限するこ
とができる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー

レイヤの階層管理
レイヤは、3分類（大分類、中分類、小分類）で管理ができ、ツリー構造
で表示できる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー

属性機能 属性情報表示 クリックした位置の地物をすべて選択し、一覧表示できること。 〇 - ー ー ー
属性一覧 地図上の地物の属性一覧を表示できること。 〇 - ー ー ー

項目集計
検索された属性データを利用して小計・件数などの集計、集計結果の
CSVファイル出力

〇 - ー ー ー

クロス集計
検索された属性データを利用して小計・件数などのクロス集計、集計結
果のCSVファイル出力

〇 - ー ー ー

フィールド演算
２つのフィールド間の演算を行い、別フィールドに結果を演算結果を格
納する

〇 - ー ー ー

■機能要件
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
サムネイル表示

属性画面に、地物に紐づく関連ファイルのサムネイルを表示できるこ
と。

画像データを対象 〇 - ー ー ー

関連ファイル 属性情報に画像等のファイルを関連付けられること。 〇 - ー ー ー

任意範囲の図形の属性表示
地図上の任意の面範囲（矩形、多角形）に含まれるレイヤ図形の名称一
覧を表示させ、いずれかを選択することで、該当する図形の属性情報を
表示できる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い
ー 〇 ー ー ー

串刺し検索による属性表示
重ね合わせて表示されている図形に対して、串刺し検索し同時に属性情
報を表示できる。

ー 〇 ー ー ー

検索機能 フリーワード検索 検索キーワードを複数指定して住所や目標物を検索できること。 町名、丁目、番地などを検索キーワードとする 〇 - ー ー ー
検索の追加、絞込み 空間検索や属性検索からの検索結果一覧からさらに検索する 〇 - ー ー ー

円範囲指定による図形検索
地図上の任意の円範囲（中心と半径を指定）に含まれるレイヤの図形名
称一覧を表示させ、いずれかを選択することで該当する図形の属性情報
を表示できる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い
〇 〇 ー ー ー

多重円検索
半径と中心位置を指定して多重円を作成し、その領域に含まれる地物を
検索する

〇 - ー ー ー

レイヤー検索 レイヤー検索 選択された検索レイヤーの図家と重なる図形を検索する 〇 - ー ー ー

レイヤー解析
２つのレイヤーを重ね合わせ、重なる（または重ならない）図形を検索
する

〇 - ー ー ー

結果のレイヤー化 検索結果を新規レイヤーとして登録する 〇 - ー ー ー

主題図機能 個別値色分け
地物(属性を持つ図形)の属性情報を使って、色塗り主題図を作成できるこ
と。

〇 - ー ー ー

ランク値色分け
地物が保有する属性値に対して、ランクを与えてランク毎に色塗り主題
図を作成できること。

〇 - ー ー ー

ラベル表示 地物が保有する属性値を地図上に文字列として表示できること。 〇 - ー ー ー
グラフ表示 地物が保有する属性値に対して、グラフを作成し表示できること。 地図上に円グラフや棒グラフを表示する 〇 - ー ー ー
クロスランキング 二つフィールドの値を組み合わせてシンボルを設定して表示する 〇 - ー ー ー

レイヤー管理 グループレイヤー管理

複数のレイヤの組合せをレイヤーセットとして設定し、名前付けて保存
できること。レイヤーをグループ化して保存、保存したものの読み込み
表示、変更、削除ができ、共有レベル（全体公開、グループ公開など）
を指定することができる。

〇 - ー ー ー

マップ管理
背景レイヤーと主題レイヤーの組み合わせをマップとして保存できるこ
と。保存したものの読み込み表示、変更、削除ができ、共有レベルを指
定することができる。

〇 - ー ー ー

プロジェクト管理
複数のマップやグループレイヤー、レイヤーの組み合わせを表示縮尺、
中心座標ともに保存できること。保存したプロジェクトの変更、削除が
でき、共有レベルを指定することができる。

〇 - ー ー ー

プロジェクトの読み込み
事前に登録されているプロジェクトを呼び出す事で、瞬時に多数のレイ
ヤーのON/OFFを切り替える

〇 - ー ー ー

地図の回転
地図を任意の角度で回転できる。回転した場合、注記表示は常に上向き
で表記される。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い 〇 - ー ー ー

印刷・出力 印刷
出力時の縮尺、表示するタイトル、スケールバー、方位シンボル等のレ
イアウトを設定できること。

〇 - ー ー ー

事前に作成した印刷書式を呼び出し、利用できること。 〇 - ー ー ー
都市計画等一部の地図コンテンツについて、印刷する際の縮尺を予め指
定したものに固定できること。

〇 - ー ー ー

連続印刷
選択された複数の属性とそれに対応する図形を1レコード単位で連続して
出力する

〇 - ー ー ー

アドバンスド印刷 面表示した地図に印刷枠を複数配置してまとめて印刷する 〇 - ー ー ー
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
広範囲分割印刷

縦方向および横方向に各4枚程度までの用紙に分割させて印刷すること
で、広範囲の地図印刷ができる。

公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー

座標値印刷
選択されたポリゴン図形をレイアウトの中心に配置し、頂点のX、Y座標
値の一覧付きで出力する

〇 - ー ー ー

データ出力
地図画面に表示した空間データをGIS(Shape、KML等)、CAD(DXF等)の
データとして出力するできること。

〇 - ー ー ー

画像出力 表示中の地図画面を画像ファイルとして出力する 〇 〇 ー ー ー

位置情報付きCSV出力
検索等により表示された属性データを座標情報（XYまたは緯度経度）付
きでCSVファイル形式で出力しダウンロードする

〇 - ー ー ー

一括CSV出力
属性一覧に表示された複数レイヤーの属性情報を一括でCSV形式のファ
イルに出力する

〇 - ー ー ー

帳票印刷
全てのレイヤーで、登録された地物の位置情報、属性情報及び写真等の
帳票が作成できること。

〇 - ー ー ー

データ入力（インポート） データ入力（インポート）
地図データ等（Shape、GML、SIMA、DXF、KML、GPX、GeoJSON、
GTFS、SFC）をインポートする

〇 - ー ー ー

CSV入力（インポート） CSVファイルを外部属性テーブルとしてインポートする 〇 - ー ー ー

位置情報付きCSV入力（インポート）
位置情報が入力されているCSVファイルをインポートし、ポイントレイ
ヤーを生成する

XY座標、緯度経度に対応する 〇 - ー ー ー

アドレスマッチング
住所含む属性情報が入力されているCSVまたはテキスト形式のファイル
をインポートし、地図上に展開できること。

〇 - ー ー ー

一括入力（インポート）
複数のCSVファイル又はShapeファイルを格納したZIPファイルでレイ
ヤーの一括登録・更新をする

〇 - ー ー ー

インポート時の投影変換
座標を投影変換しながら、インポートする。
対象はSHAPE、CSV（経緯度）、KML、GeoJson、GTFSのみ

〇 ー ー ー

属性更新 インポートしたCSVファイルの内容でレイヤーの属性を更新する 〇 ー ー ー
EXIFインポート 座標付き写真画像をインポート、地図上に展開できること。 〇 - ー ー ー

計測 計測 選択したポリゴン図形の外周を計測して表示できること。 〇 - ー ー ー
角度計測 マウスで入力した２本のライン間の角度を表示する 〇 - ー ー ー
円計測 マウスで入力した円の面積と周⻑を表示する 〇 - ー ー ー
同心円計測 同心円を作成して面積や周⻑を表示する 〇 - ー ー ー
指定円内の図形計測 マウスで入力した円内に含まれる図形の距離や面積を表示する 〇 - ー ー ー
スナップ 指定したレイヤーの図形に対してスナップしながら計測図形を入力する 〇 - ー ー ー
スナップ設定 スナップ対象レイヤー、スナップ範囲などスナップの条件を設定する 〇 - ー ー ー
計測結果の削除 計測結果の表示を消去する 〇 - ー ー ー
計測結果の座標表示 計測図形の頂点の座標をリスト表示する 〇 - ー ー ー
集計 計測した結果を集計する 〇 - ー ー ー
エクスポート 計測結果をKML形式でエクスポートする 〇 - ー ー ー
編集の保存 図形編集した内容を保存する 〇 - ー ー ー
編集のキャンセル 図形編集した内容を破棄する 〇 - ー ー ー
図形の追加 地図上にマウスでポイント、ライン、ポリゴン図形追加する 〇 - ー ー ー
図形の削除 選択された図形を削除する 〇 - ー ー ー
図形の移動 選択された図形を移動する 〇 - ー ー ー
図形の複製 選択された図形をコピーする 〇 - ー ー ー
図形の形状変更 作成済みの図形の形状を変更する 〇 - ー ー ー
図形の回転 選択された図形を回転する 〇 - ー ー ー
図形の拡大／縮小 選択された図形を拡大、縮小する 〇 - ー ー ー
図形の属性編集 選択された図形の属性値を編集する 〇 - ー ー ー
矩形の作成 地図上で矩形の対角線をクリックし、矩形を作図する。 〇 - ー ー ー
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
円の追加 地図上でマウスクリックとドラッグにより円を作図する 〇 - ー ー ー
半径を指定した円の追加 マウスで中心位置を指定し、半径を数値入力して円を作図する 〇 - ー ー ー

円弧の作成
「中心座標」、「半径」、「方向角」、「内角」を指定して円弧を作成
する

〇 - ー ー ー

扇形の作成
「中心座標」、「半径」、「方向角」、「内角」を指定して扇形を作成
する

〇 - ー ー ー

垂線の作成 選択された線分に対して垂直な線分を生成する 〇 - ー ー ー
平行線の作成 選択された線分と平行な線分を生成する 〇 - ー ー ー
補助点を使った入力 図形入力時の補助となる点を座標を指定して入力する 〇 - ー ー ー
線分作成 始点からの角度と⻑さを指定して線分を入力する 〇 - ー ー ー
ライン均等分割 線分を指定された数で均等に分割する 〇 - ー ー ー
中心線の作成 入力された複数の線分の中点を結ぶ線分を生成する 〇 - ー ー ー

計測値表示
ライン入力中は⻑さを表示し、ポリゴン入力中は周⻑および面積を表示
する

〇 - ー ー ー

スナップ編集 指定されたレイヤーの図形に対してスナップしながら編集する 〇 - ー ー ー
スナップ設定 スナップ対象レイヤー、スナップ範囲などスナップの条件を設定する 〇 - ー ー ー

トポロジ編集
隣接するポリゴンについて、共有する頂点を移動することで両方の図形
を同時に更新する

〇 - ー ー ー

重なった図形から特定 図形が複数重なっている場合に、図形のIDを使って編集対象を選択する 〇 - ー ー ー
バッファ作成 属性一覧上に表示されている図形に対して一括でバッファを発生する 〇 - ー ー ー
ポイント→ポリゴン/ライン変換 ポイントデータを、ポリゴンデータ、ラインデータに変換できる 〇 - ー ー ー

一括バッファ作成
空間検索等で検索された複数の図形に対して一括でバッファ図形を生成
する

〇 - ー ー ー

分割 選択された図形をマウスで分割線を入力して分割する 〇 - ー ー ー
結合 選択された２つの図形を合成する 〇 - ー ー ー
くり抜き 選択した図形をマウスで入力した図形でくり抜く 〇 - ー ー ー

空間結合
ポイントレイヤーとポリゴンレイヤーを重ね合わせ、位置が重なる図形
について、ポイントレイヤー側にポリゴンレイヤーの属性情報を結合す
る

〇 - ー ー ー

切り抜き
指定したポリゴンレイヤーと重なる図形を切り抜き、新規レイヤーとし
て作成する

〇 - ー ー ー

ファイリング ファイリング登録 新規図形登録時または図形編集時に任意ファイルを関連づける 〇 - ー ー ー
ファイリング削除 登録されたファイリングデータを削除する 〇 - ー ー ー
ダウンロード 登録されたファイリングデータをダウンロードする 〇 - ー ー ー

簡易作図 図形入力
レイヤーを指定せず、一時的な図形（点、線、面、文字）を入力する
サイズおよび色を指定可能
保存は不可

〇 - ー ー ー

入力図形の消去 入力した簡易図形を指定して消去 〇 - ー ー ー
入力図形の一括消去 入力した簡易図形の一括消去 〇 - ー ー ー

統計情報 共有レイヤーの割合表示 レイヤーの共有レベルによる内訳を円グラフで表示する 〇 - ー ー ー
アクセス数の表示 レイヤーのアクセス数の推移を棒グラフで表示する 〇 - ー ー ー

保有レイヤー数の表示
保有レイヤー数をレイヤーのオーナーの所属グループ単位で集計して棒
グラフで表示する

〇 - ー ー ー

サポート サポートサイト
ヘルプ、サポートサイト、オンラインマニュアル、システム情報等を表
示する

〇 - ー ー ー

オンラインマニュアル オンラインマニュアルの表示 操作方法を記載したオンラインマニュアルページを参照できる。 公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー
オンラインマニュアルの内容 画面キャプチャ等を使って、機能別に解りやすく記載されている。 公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー
オンラインマニュアルの更新 機能がバージョンアップした場合は、速やかに内容が更新される。 公開型GIS：スマートフォンサイトは別でも良い ー 〇 ー ー ー
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
管理機能 ユーザー・グループ管理 ユーザ作成 ユーザ情報、グループ情報を追加・編集・削除できること。 〇 - ー ー ー

レイヤ管理 レイヤの利用権限、情報公開レベル等を設定できること。 〇 - ー ー ー

ログ管理
システムへのログインユーザの状況の確認及び、システム操作を記録(操
作内容とその日時等)できること。

〇 - ー ー ー

ユーザ認証
ID・パスワードによりログインユーザを認証し、システム利用者を識別
できること。

〇 - ー ー ー

既存のユーザ管理システムとの連携によりシングルログインできるこ
と。

〇 - ー ー ー

アクセス管理 アクセス制限 ログインユーザにより、利用可能な機能を制限できること。 〇 - ー ー ー
セッション管理 システムの同時利用者を管理し、最大利用者数を制限できること。 〇 - ー ー ー
優先ログイン 優先ユーザーを設定できること。 優先ユーザー数については本市と協議すること。 〇 - ー ー ー
タイムアウト タイムアウト時間を設定できること。 〇 - ー ー ー

基本事項 統計情報 統計情報
市内の町別人口表等を郵便番号や町名により次のとおりレイヤー化でき
ること。
※CSVでの取り込みができること。

数値の大小がバブルの大きさ等で可視化できること。 〇 〇 ー ー ー

分筆 筆を分筆する機能 〇 - ー ー ー
合筆 筆を合筆する機能 〇 - ー ー ー
土地追加 新しく筆を入力する機能 〇 - ー ー ー
土地編集 選択した図形の位置や形状を編集・削除する機能 〇 - ー ー ー
家屋追加 家屋形状を入力する機能 〇 - ー ー ー
家屋編集 選択した図形の位置や形状を編集・削除する機能 〇 - ー ー ー
分棟 既存の家屋形状を分棟する機能 〇 - ー ー ー
合棟 分割した家屋形状を合棟する機能 〇 - ー ー ー
記号追加 家屋記号を入力する機能 〇 - ー ー ー
家屋取込 家屋評価システムで入力した家屋外形を取り込む機能 〇 - ー ー ー
画地認定 土地を選択して画地認定する機能、マウス作図により画地形状を入力す

る機能
〇 - ー ー ー

画地計測 路線、間口を指定し、画地条件を計測する機能 〇 - ー ー ー
画地自動計測 正面路線を選択することで、正面・側方・二方の間口・奥行等を自動で

計測する機能
〇 - ー ー ー

評点数計算 附表の表引き及び㎡当り評点数計算を行う。 〇 - ー ー ー
評価分割 １筆の土地を利用状況等により分割を行う機能 〇 - ー ー ー
評価統合 評価分割された土地を統合する機能 〇 - ー ー ー
路線の新設 路線を新設する機能 〇 - ー ー ー
路線情報入力 固定資産用途、路線価を入力する機能 〇 - ー ー ー
路線形状編集 選択した図形の形状を修正する機能 〇 - ー ー ー
削除 選択した図形を削除する機能 〇 - ー ー ー
補助点入力機能 交点、延⻑等による補助点の入力 〇 - ー ー ー
座標入力機能 座標入力により補助点を作成する機能 〇 - ー ー ー
補助点クリア機能 入力した補助点をクリア（削除）する機能 〇 - ー ー ー
画像表示 測量図画像を移動、回転、拡大・縮小し、地図画面に重ね合わせる機能 〇 - ー ー ー
画像クリア機能 測量図機能にて表示した測量図をクリア（削除）する機能 〇 - ー ー ー
登記データ取込 法務局から提供される要約書データや登記済通知書データを取り込む機

能
〇 - ー ー ー

土地登記情報検索 土地の登記情報を所在、地番、所有者氏名等で検索する機能 〇 - ー ー ー
土地登記情報照会 土地の登記情報（表示、甲区、乙区）を確認できる機能 〇 - ー ー ー
家屋登記情報検索 家屋の登記情報を字、地番、家屋番号、所有者氏名等で検索する機能 〇 - ー ー ー

固定資産
機能

土地機能

家屋機能

画地機能

路線機能

補助点機能

測量図機能

登記管理
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統合型・公開型ＧＩＳ要求機能一覧

推奨機能分類体系 要件 詳細要件・補足説明

各システム

公開型

モデル仕様書・要件定義

必須 準必須
大項目 中項目 小項目 統合型

参考
家屋登記情報照会 家屋の登記情報（一棟表示、専有表示、附属、敷地権、甲区、乙区）を

確認できる機能
〇 - ー ー ー

データ出力 検索結果をCSV形式等で出力する機能 〇 - ー ー ー
照会・印刷機能 単票表示 指定した図形に紐づく情報を単票形式で表示、印刷する機能 〇 - ー ー ー

路線照会 選択した路線の価格形成要因・路線価情報を表示する機能 〇 - ー ー ー
路線追加 路線図形を追加する機能 〇 - ー ー ー
路線編集 路線図形を編集、削除する機能 〇 - ー ー ー
路線管理 価格形成要因・路線価情報を編集する機能 〇 - ー ー ー
下落率修正 修正率を使って路線価を計算する機能 〇 - ー ー ー
グラフ表示 選択した路線群の情報をグラフ表示する機能 〇 - ー ー ー
一括計算 一括で路線価計算する機能 〇 - ー ー ー
路線価付設表 路線1件単位・状類単位で路線価付設表を出力する機能 〇 - ー ー ー
道路網照会 選択した道路網の属性を表示する機能 〇 - ー ー ー
道路網追加 道路網図形を追加する機能 〇 - ー ー ー
道路網編集 道路網図形を編集、削除する機能 〇 - ー ー ー
道路網分割 道路網図形を分割する機能 〇 - ー ー ー
道路網統合 道路網図形を結合する機能 〇 - ー ー ー
一括計測 一括で距離計測（直線、経路）する機能 〇 - ー ー ー
道路網管理 道路網属性を編集する機能 〇 - ー ー ー
標準宅地照会 選択した標準宅地の情報を表示する機能 〇 - ー ー ー
標準宅地追加 標準宅地図形を追加する機能 〇 - ー ー ー
標準宅地編集 標準宅地図形を移動、削除する機能 〇 - ー ー ー
標準宅地管理 標準宅地情報を編集、削除する機能 〇 - ー ー ー
調書出力 標準宅地選定調書を出力する機能 〇 - ー ー ー
状況類似照会 選択した状況類似の情報を表示する機能 〇 - ー ー ー
状況類似追加 状況類似図形を追加する機能 〇 - ー ー ー
状況類似編集 選択した状況類似図形を編集、削除する機能 〇 - ー ー ー
状況類似分割 選択した状況類似図形を分割する機能 〇 - ー ー ー
状況類似統合 選択した二つの状況類似図形を結合する機能 〇 - ー ー ー
状況類似管理 状況類似情報を編集、削除をする機能 〇 - ー ー ー
施設照会 選択した施設の情報を表示する機能 〇 - ー ー ー
施設追加 施設図形を追加する機能 〇 - ー ー ー
施設編集 選択した施設図形を移動、削除する機能 〇 - ー ー ー
施設管理 施設情報を編集をする機能 〇 - ー ー ー

その他 データ出力 路線価データを出力する機能 〇 - ー ー ー
移動 スワイプスクロール移動 スワイプ操作により地図をつかんだようにして移動させる。 〇 - ー ー ー
ズーム 定率拡大／縮小 表示地図の縮尺を一定割合で拡大・縮小する。 〇 - ー ー ー
場所移動 住所検索 町名や地番を一覧から選択し、対象住所の位置を地図表示する。 〇 - ー ー ー

現在地GPS取得 GPSから現在地座標を取得してその場所を中心に地図表示する。 統合型GISは除く 〇 - ー ー ー
ファイリング 登録 入力した図形に対して画像ファイルや任意ファイルを関連づける。 〇 - ー ー ー
図形編集 図形追加 地図上にタップ操作でポイント図形を追加する。 〇 - ー ー ー

図形移動 入力した図形をタップ操作で移動する。 〇 - ー ー ー
図形削除 入力した図形を削除する。 〇 - ー ー ー

属性編集 属性登録 作図した図形に対して関連する属性を入力し付与する。 〇 - ー ー ー

地図

検索

編集

評価替え
関連機能

路線

道路網

標準宅地

状況類似

施設
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非機能要件

A.1.3.1 RPO（目標復旧地点）※（業務停止
時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、5営
業日前の時点
（週次バックアップからの復旧）
までのデータ復旧を目標とすること。

RPO：業務停止を伴う障害が発生した際、バック
アップしたデータなどから情報システムをどの時
点まで復旧するかを定める目標値。

A.1.3.2 RTO（目標復旧時間）※（業務停止
時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、1営
業日以内でのシステム復旧を目標とすること。

RTO：業務停止を伴う障害（主にハードウェア・
ソフトウェア故障）が発生した際、復旧するまで
に要する目標時間。

A.1.3.3 RLO（目標復旧レベル）※（業務停止
時）

平常時、業務停止を伴う障害が発生した際には、一
部システム機能の復旧を実施すること。

RLO：業務停止を伴う障害が発生した際、どこま
で復旧するかのレベル（特定システム機能・すべ
てのシステム機能）の目標値。

A.1.4.1 システム再開目標（大規模災害時） 大規模災害時、情報システムに甚大な被害が生じた
場合、情報システムは、数ヶ月以内に再開すること
を目標とすること。

A.1.5.1 稼働率 年間のシステム稼働率は、99.5%を目標とすること。

A.3.1.1 復旧方針 デスクアレイなどの外部記憶装置を物理的に複数台
用意し、同一の構成で情報システムを再構築するこ
と。

A.3.2.1 保管場所分散度 遠隔地へのデータ保管は、ベンダーによる提案事項
とすること。

A.3.2.2 保管方法 地震、水害、テロ、火災などの大規模災害発生によ
り被災した場合に備え、運用サイトとは別途で、媒
体による保管により、データ・プログラムを保管す
る場所を設置すること。

B.1.1.1 ユーザ数 情報システムの利用者数は、上限が決まっている
（公開型GIS：無制限）。

但し、レスポンスタイム等を考慮し自動制限でき
ること。

B.1.1.2 同時アクセス数 情報システムの同時アクセス数は、同時アクセス※
の上限が決まっている（公開型型GIS：無制限）。

同時アクセス数：ある時点で情報システムにアク
セスしているユーザ数のこと。

B.1.1.3 データ量（項目・件数） 5年の利用期間を想定し十分なディスクスペースを確
保すること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、必要と想定される
データ量を見込むこと。

B.1.1.4 オンラインリクエスト件 十分なレスポンスタイムを確保すること。
具体的には、操作から結果が表示し始めるまでの時
間を５秒以内とする。

オンラインリクエスト件数：単位時間ごとの業務
処理件数。性能・拡張性を決めるための前提とな
る項目。

B.1.1.5 バッチ処理件数 バッチ処理は、夜間（0時～5時）に必要な処理が完
了できる処理能力を有すること。

B.1.2.1 ユーザ数増大率 5年の利用期間を想定し十分なレスポンスを確保でき
る性能とすること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、想定される増大率を
見込むこと。

B.1.2.2 同時アクセス数増大率 5年の利用期間を想定し十分なレスポンスを確保でき
る性能とすること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、想定される増大率を
見込むこと。

B.1.2.3 データ量増大率 5年の利用期間を想定し十分なディスクスペースを確
保すること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、想定される増大率を
見込むこと。

B.1.2.4 オンラインリクエスト件数増大率 5年の利用期間を想定し十分なレスポンスを確保でき
る性能とすること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、想定される増大率を
見込むこと。

B.1.2.5 バッチ処理件数増大率 バッチ処理は、夜間（0時～5時）に必要な処理が完
了できる処理能力を有すること。

利用期間中に想定される申請手続の数や添付デー
タの内容・種類等を勘案し、想定される増大率を
見込むこと。

可用性 継続性

災害対策

性能・拡張性 業務処理量

備考・補足説明等項番 大項目 中項目 メトリクス（指標） 要求目標等
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非機能要件

備考・補足説明等項番 大項目 中項目 メトリクス（指標） 要求目標等

B.2.1.4 通常時オンラインレスポンスタイム 十分なレスポンスタイムを確保すること。
具体的には、操作から結果が表示し始めるまでの時
間を５秒以内とする。

利用時に要求されるレスポンス。
システム化する対象業務の特性を踏まえ、どの程
度のレスポンスが必要かについて確認する。アク
セスが集中するタイミングの特性や、障害時の運
用を考慮し、通常時・アクセス集中時・縮退運転
時ごとにレスポンスタイムを決める。

B.2.1.5 アクセス集中時のオンラインレスポン
スタイム

業務繁忙等によるアクセス集中時のオンラインレス
ポンスタイムは、規定しないが、負荷分散させ処理
が停止しない様にすること。

B.2.2.1 通常時バッチレスポンス 通常時のバッチレスポンスタイムは、順守度合いを
定めないこと。

バッチレスポンス：バッチシステム利用時に要求
されるレスポンス。
システム化する対象業務の特性を踏まえ、どの程
度のレスポンス（ターンアラウンドタイム）が必
要かについて確認する。更に、アクセスが集中す
るタイミングの特性や、障害時の運用を考慮し、
通常時・ピーク時・縮退運転時ごとに順守度合い
を決める。

B.2.2.2 アクセス集中時のバッチレスポンス順
守度合い

業務繁忙等によるアクセス集中時のバッチレスポン
スタイムは、順守度合いを定めないこと。

C.1.1.1 運用時間（平日） 情報システムの平日運用時間は、24時間利用を前提
とすること。

C.1.1.2 運用時間（休日等） 情報システムの休日運用時間は、24時間利用を前提
とすること。

C.1.2.2 外部データの利用可否 データ復旧の際、外部データの利用は、一部のデー
タ復旧に利用できること。

C.1.2.3 データ復旧の対応範囲 データ復旧の対応範囲は、障害発生時のデータ損失
防止とすること。

C.1.2.5 バックアップ取得間隔 バックアップの取得間隔は、システム構成の変更時
など、任意のタイミングとすること。

C.1.3.1 監視情報 情報システムの監視については、エラー監視を行う
こと。

C.2.3.5 保守運用 OS等パッチ適用タイミング OS等のパッチについては、緊急性の高いパッチ※は
即時に適用し、それ以外は定期保守時に適用を行う
ことを目標とする。

OS等パッチ情報の展開とパッチ適用のポリシーに
関する項目。OS等は、OS、ミドルウェア、その他
のソフトウェアを指す。

C.4.3.1 運用環境 マニュアル準備レベル 運用マニュアルについては、各製品標準のマニュア
ルを利用すること。

C.4.5.1 外部システムとの接続有無 石川県広域データ連携基盤とAPI連携できるか検討す
ること。

C.5.2.2 保守契約（ソフトウェア）の種類 情報システムのソフトウェア保守契約種類は、問い
合わせ対応をベンダーが実施すること。

C.5.3.1 ライフサイクル期間 情報システムのライフサイクル期間は、5年とするこ
と。

C.5.9.1 定期報告会実施頻度 運用の定期報告は、四半期に1回程度実施すること。

C.5.9.2 報告内容のレベル 月１回

C.6.2.1 その他の運用管理方針 問い合わせ対応窓口の設置有無 運用保守時の問い合わせ窓口については、ベンダー
の既設コールセンターを利用すること。

D.1.1.1 システム移行期間 既存システムから新システムへの移行期間は、3ヶ月
未満とすること。

運用・保守性 通常運用

サポート体制

移行性 移行時期

性能目標値
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非機能要件

備考・補足説明等項番 大項目 中項目 メトリクス（指標） 要求目標等

D.1.1.2 システム停止可能日時 システム移行時のシステム停止可能日時は、1日（計
画停止日を利用）とすること。

D.1.1.3 並行稼働の有無 システム移行時の並行稼働期間は、無しとするこ
と。

D.3.1.1 移行対象（機器） 設備・機器の移行内容 現行システムで利用している設備・機器は、移行対
象無しとする。

D.4.1.1 移行対象（データ） 移行データ量 移行対象となるすべてのレイヤーとする。

D.5.1.1 移行計画 移行のユーザ/ベンダ作業分担 現行システムから新システムへのデータ移行作業
は、ユーザとベンダーと共同で実施すること。

E.1.1.1 前提条件・制約条件 順守すべき規程、ルール、法令、ガイ
ドライン等の有無

遵守すべき規程、ルール、法令、ガイドライン等
は、有りとする。（地方公共団体における 情報セ
キュリティポリシーに関する ガイドライン）

E.2.1.1 セキュリティリスク分析 リスク分析範囲 システム開発実施において、セキュリティリスクの
分析なしとすること。

E.3.1.2 セキュリティ診断 Web診断実施の有無 情報システムのWeb診断は、実施すること。

E.4.3.4 セキュリティリスク管理 ウィルス定義ファイル適用タイミング システム脆弱性等に対応するためのウィルス定義
ファイルについては、定義ファイルリリース時に実
施すること。

E.5.1.1 管理権限を持つ主体の認証 情報システムの認証方法は、1回とすること。

E.5.2.1 システム上の対策における操作制限度 情報システムへの操作制限は、必要最小限のプログ
ラムの実行、コマンド※の操作、ファイルへのアク
セス※のみを許可すること。

E.6.1.1 伝送データの暗号化の有無 伝送データについては、認証情報のみ暗号化するこ
と。

E.6.1.2 蓄積データの暗号化の有無 蓄積データについては、認証情報のみ暗号化
すること。

E.7.1.1 ログの取得 ログの取得については必要なログを取得すること。

E.7.1.3 不正監視対象（装置） 不正監視対象は、重要度が高い資産を扱う範囲、あ
るいは、外接部分とすること。

E.10.1.1 セキュアコーディング、Webサーバの
設定等による対策の強化

セキュアコーディング、Webサーバの設定等は、対策
の強化すること。

Webアプリケーション特有の脅威、脆弱性に関す
る対策を実施するかを確認するための項目。Web
システムが攻撃される事例が増加しており、Web
システムを構築する際には、セキュアコーディン
グ、Webサーバの設定等による対策の実施を検討
する必要がある。

E.10.1.2 WAFの導入の有無 WAFの導入は、無しとすること。 Webアプリケーション特有の脅威、脆弱性に関す
る対策を実施するかを確認するための項目。WAF
※とは、Web Application Firewallのことであ
る。

セキュリティ

アクセス・利用制限

データの秘匿

不正追跡・監視

Web対策
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非機能要件

備考・補足説明等項番 大項目 中項目 メトリクス（指標） 要求目標等

F.1.1.1 構築時の制約条件 システム構築時には、条例等の制約無しとするこ
と。

F.1.2.1 運用時の制約条件 システム運用時には、制約無しとすること。

システム環境・エコ
ロジー

システム制約/前提条件

※本資料は、地方共同法人地方公共団体情報システム機構がホームページで公開している「非機能要求グレード活用シート（地方公共団体版）業務・情報システム分類グループ②」を用いて、必要箇所
を抽出し作成。（https://www.j-lis.go.jp/rdd/chyousakenkyuu/cms_92978324-2.html）
※「項番」は、当該シートの内容記載しており、再附番は行っていない。
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統合型GISレイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 属性レイアウト 備考

1 航空写真 TIFF等 資産税課 7時期

2 大字 Shape 資産税課 18レイヤ

3 小字 Shape 資産税課 18レイヤ

4 土地 Shape 資産税課 18レイヤ

5 土地特殊線 Shape 資産税課 17レイヤ

6 地番 Shape 資産税課 18レイヤ

7 登記地目 Shape 資産税課 18レイヤ

8 市町界 Shape 資産税課 16レイヤ

9 土地（照会） Shape 資産税課 〇

10 土地（概要照会） Shape 資産税課 〇

11 土地情報 Shape 資産税課 18レイヤ

12 所有者表示 Shape 資産税課 15レイヤ

13 現況地目表示 Shape 資産税課 18レイヤ

14 現況地積表示 Shape 資産税課 8レイヤ

15 現況地目 Shape 資産税課 18レイヤ

16 土地（情報公開） Shape 資産税課 〇

17 家屋 Shape 資産税課 18レイヤ

18 家屋メガネ線 Shape 資産税課 17レイヤ

19 家屋引出線 Shape 資産税課 16レイヤ

20 家屋番号 Shape 資産税課 18レイヤ

21 家屋（照会） Shape 資産税課 〇

22 土地_現年（公開用） Shape 資産税課

23 地番_現年（公開用） Shape 資産税課

24 土地（基図区分） Shape 資産税課 12レイヤ

25 家屋資産番号引出線_H29 Shape 資産税課

26 表示家屋資産番号_H29 Shape 資産税課

27 矢印3071仮 Shape 資産税課

28 路線3071仮 Shape 資産税課

29 R1下眼鏡 Shape 資産税課

30 R1下状類 Shape 資産税課

31 R1下状類価格 Shape 資産税課

32 R1下状類線 Shape 資産税課

33 R1下状類率 Shape 資産税課

34 R1下標宅 Shape 資産税課

35 R1下路線 Shape 資産税課

36 R1下路線矢印 Shape 資産税課

37 R1_9時点_嫌悪施設画地 Shape 資産税課

38 R1_9時点_嫌悪施設影響筆 Shape 資産税課

39 R1_9時点_嫌悪施設影響バッファ Shape 資産税課

40 横江街区線_R3 Shape 資産税課

41 横江街区地番_R3 Shape 資産税課

42 北安田街区_R3 Shape 資産税課

43 市街化農地 Shape 資産税課

44 路線 Shape 資産税課 11レイヤ

45 路線矢印 Shape 資産税課 9レイヤ

46 路線区分 Shape 資産税課

47 等級区分線 Shape 資産税課 8レイヤ

48 等級区分番号 Shape 資産税課 8レイヤ

49 等級めがね_R6 Shape 資産税課 7レイヤ

50 等級_R6 Shape 資産税課

51 状況類似_R6 Shape 資産税課 9レイヤ

52 状況類似めがね_R6 Shape 資産税課 6レイヤ

53 標準宅地_R6 Shape 資産税課 11レイヤ

54 検証主要 Shape 資産税課

55 検証矢印 Shape 資産税課

56 検証用路線 Shape 資産税課 3レイヤ

57 検証用路線矢印 Shape 資産税課 3レイヤ
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統合型GISレイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 属性レイアウト 備考

58 検証等級 Shape 資産税課

59 状類面 Shape 資産税課 2レイヤ

60 等級面 Shape 資産税課 2レイヤ

61 市農高圧線 Shape 資産税課

62 市農状類眼鏡 Shape 資産税課

63 市農状類等級界 Shape 資産税課

64 市農大字界 Shape 資産税課

65 市農着色 Shape 資産税課

66 市農土地 Shape 資産税課

67 市農等級 Shape 資産税課

68 市農標準宅地 Shape 資産税課

69 市農路線 Shape 資産税課

70 市農路線矢印 Shape 資産税課

71 概報眼鏡 Shape 資産税課

72 概報状類線 Shape 資産税課

73 概報状類面 Shape 資産税課

74 概報標宅 Shape 資産税課

75 概報変化線 Shape 資産税課

76 概報価格帯 Shape 資産税課

77 概報変動率 Shape 資産税課

78 概報バランス Shape 資産税課

79 令3路線区分 Shape 資産税課

80 令3路線区分矢印 Shape 資産税課

81 令3路線要因 Shape 資産税課

82 検証主街路 Shape 資産税課

83 R03家屋異動判読 Shape 資産税課

84 市街化編入_202201 Shape 資産税課

85 横江地区 Shape 資産税課

86 北安田南部地区 Shape 資産税課

87 北相木第2地区 Shape 資産税課

88 旭工業団地北部 Shape 資産税課

89 柴木第二 Shape 資産税課

90 部入道町 Shape 資産税課

91 番匠町 Shape 資産税課

92 区画整理 Shape 資産税課 4レイヤ

93 大規模既存集落 Shape 資産税課 2レイヤ

94 高圧線_鉄塔 Shape 資産税課

95 新荒屋_国土調査 Shape 資産税課

96 湊6区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

97 湊6区_国土調査_小字界 Shape 資産税課

98 区画整理_駅北相木地区_筆界 Shape 資産税課

99 区画整理_駅北相木地区_小字界 Shape 資産税課

100 荒屋_国土調査_筆界 Shape 資産税課

101 知気寺_国土調査_筆界 Shape 資産税課

102 湊4区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

103 湊11区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

104 湊11区_国土調査_小字界 Shape 資産税課

105 H27市街化編入（横江町） Shape 資産税課

106 H27市街化編入（北安田町） Shape 資産税課

107 区画整理_松任駅前_筆界 Shape 資産税課

108 区画整理_松任駅前_小字界 Shape 資産税課

109 湊2_3区_国土調査 Shape 資産税課

110 熱野_熱野新_国土調査 Shape 資産税課

111 瀬音 Shape 資産税課

112 湊1区_国土調査 Shape 資産税課

113 道法寺_国土調査 Shape 資産税課

114 野地_国土調査 Shape 資産税課
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統合型GISレイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 属性レイアウト 備考

115 相滝_国土調査 Shape 資産税課

116 吉岡_地区地積 Shape 資産税課

117 道法寺2_国土調査 Shape 資産税課

118 林班 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

119 準林班 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

120 小班 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

121 林班（編成） Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

122 準林班（編成） Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

123 小班（編成） Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

124 森林経営計画 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

125 林道 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

126 利用区域 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

127 作業道 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

128 伐採届 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

129 施業履歴 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

130 林地開発 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

131 地番図 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

132 保安林詳細 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

133 治山事業_点 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

134 治山事業_線 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

135 治山事業_面 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

136 水源涵養 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

137 災防土保 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

138 快適環境 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

139 保健文化 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

140 木材生産 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

141 その他 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

142 鳥獣害防止森林区域 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

143 保安林区域図 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

144 保安林標識 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

145 作業許可申請 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

146 保安林内伐採許可申請 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

147 保安林内伐採届 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

148 その他伐採届 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

149 治山台帳_点 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

150 治山台帳_線 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

151 治山台帳_面 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

152 治山台帳個別施設 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

153 山腹崩壊危険地区 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

154 山腹崩壊危険地区被害想定 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

155 地すべり危険地区 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

156 地すべり危険地区被害想定 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

157 崩壊土砂流出危険地区 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

158 崩壊土砂流出危険地区被害想定 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

159 治山災害 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

160 林道災害 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

161 森林基本図_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

162 森林施業図_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

163 市町界 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

164 町丁目字界 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

165 電子地形図25000_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

166 電子地形図20万_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

167 空中写真_タイル_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

168 森林基本図_タイル_石川県 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

169 県道 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

170 市他公道 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

171 写真地図_R2 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

19



統合型GISレイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 属性レイアウト 備考

172 微地形図_R2 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

173 傾斜区分図_R2 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

174 傾斜区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

175 斜面方位区分図_R2 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

176 斜面方位区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

177 林相区分図_R2 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

178 林相区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

179 材積分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

180 立木密度分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

181 収量比数分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

182 写真地図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

183 微地形図_CS立体図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

184 微地形図_陰陽図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

185 微地形図_赤色立体図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

186 傾斜区分図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

187 傾斜区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

188 斜面方位区分図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

189 斜面方位区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

190 林相区分図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

191 林相区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

192 材積分布図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

193 材積分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

194 立木密度分布図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

195 立木密度分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

196 収量比数分布図_R3 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

197 収量比数分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

198 写真地図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

199 微地形図_CS立体図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

200 微地形図_陰陽図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

201 傾斜区分図_R4 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

202 斜面方位区分図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

203 斜面方位区分図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

204 林相区分図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

205 林相区分図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

206 材積分布図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

207 材積分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

208 立木密度分布図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

209 立木密度分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

210 収量比数分布図_R4 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

211 収量比数分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

212 写真地図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

213 微地形図_CS立体図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

214 微地形図_地形起伏図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

215 傾斜区分図_R5 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

216 斜面方位区分図_R5 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

217 林相区分図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

218 林相区分図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

219 材積分布図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

220 材積分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

221 立木密度分布図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

222 立木密度分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

223 収量比数分布図_R5 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

224 収量比数分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

225 写真地図_R6 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

226 微地形図_CS立体図_R6 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定、2時期

227 傾斜区分図_R6 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

228 斜面方位区分図_R6 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定
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229 林相区分図_R6 TFW・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

230 林相区分図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

231 材積分布図_R6 TFW ・Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

232 材積分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

233 立木密度分布図_R6 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

234 立木密度分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

235 収量比数分布図_R6 TFWShape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

236 収量比数分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

237 単木情報 Shape 森林対策課 ※石川県より、別途借用予定

238 林地地番図_小字 Shape 森林対策課

239 林地地番図_地番 Shape 森林対策課

240 林地地番図_土地 Shape 森林対策課

241 市道 Shape 土木課

242 市道路線名 Shape 土木課

243 カーブミラー Shape 土木課

244 道路標識（警戒・案内） Shape 土木課

245 道路標識（観光案内） Shape 土木課

246 道路照明灯 Shape 土木課

247 防犯灯 Shape 土木課

248 消雪操作盤 Shape 土木課

249 消雪井戸 Shape 土木課

250 防護柵 Shape 土木課

251 消雪装置 Shape 土木課

252 市道街路樹 Shape 土木課

253 道路台帳附図 Shape 土木課 59レイヤ

254 図郭線.dwg Group Layer Shape 土木課

255 路線注記 Shape 土木課

256 路線 Shape 土木課 7レイヤ

257 区間（線） Shape 土木課

258 区間（面） Shape 土木課 5レイヤ

259 雪寒路線網図　10000（松任・美川・鶴来） Shape 土木課 5レイヤ

260 雪寒路線網図　25000（白山ろく） Shape 土木課

261 橋梁 Shape 土木課

262 トンネル Shape 土木課

263 踏切 Shape 土木課

264 洪水ハザードマップ Shape 土木課 最大20レイヤ

265 土砂災害ハザードマップ Shape 土木課 最大6レイヤ

266 津波・高潮ハザードマップ Shape 土木課 最大6レイヤ

267 都市計画基本図 DM 都市計画課

268 都市計画情報（文字情報） Shape 都市計画課 2レイヤ

269 市街化区域 Shape 都市計画課

270 都市計画区域 Shape 都市計画課

271 都市計画道路 Shape 都市計画課

272 その他公共空地 Shape 都市計画課

273 火葬場 Shape 都市計画課

274 下水処理場 Shape 都市計画課

275 汚物処理場 Shape 都市計画課

276 ごみ焼却場 Shape 都市計画課

277 最終処分場 Shape 都市計画課

278 準防火地域 Shape 都市計画課

279 地区計画 Shape 都市計画課

280 都市計画公園 Shape 都市計画課

281 墓園 Shape 都市計画課

282 特別用途地域 Shape 都市計画課

283 用途地域 Shape 都市計画課 13レイヤ

284 景観情報 Shape 都市計画課 18レイヤ

285 誘導区域境界 Shape 都市計画課 2レイヤ
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286 広域図 Shape 建築住宅課

287 誘導区域境界 Shape 建築住宅課

288 図郭 Shape 建築住宅課

289 図郭番号 Shape 建築住宅課

290 中間図 Shape 建築住宅課

291 国道 Shape 建築住宅課

292 県道 Shape 建築住宅課

293 農道 Shape 建築住宅課

294 不該当 Shape 建築住宅課

295 2号区域 Shape 建築住宅課

296 2号道路 Shape 建築住宅課

297 指定道路 Shape 建築住宅課

298 未調査 Shape 建築住宅課

299 開発登録簿 Shape 建築住宅課 〇

300 建築計画概要書 Shape 建築住宅課 〇

301 調査標記文字（上水道） Shape 上下水道課

302 メータ表記文字 Shape 上下水道課

303 弁栓表記文字 Shape 上下水道課

304 分断給水管表記文字 Shape 上下水道課

305 管表記文字 Shape 上下水道課

306 ロガー計測器表記文字 Shape 上下水道課

307 オフセット表記文字（上水道） Shape 上下水道課

308 口径変更点 Shape 上下水道課

309 工事変更点 Shape 上下水道課

310 管種変更点 Shape 上下水道課

311 井戸（水源地） Shape 上下水道課

312 防火水槽点 Shape 上下水道課

313 弁栓 Shape 上下水道課

314 オーダー Shape 上下水道課

315 修繕ポイント Shape 上下水道課

316 メモ（上水道） Shape 上下水道課

317 メータ Shape 上下水道課

318 管上シンボル Shape 上下水道課

319 2次側給水用弁 Shape 上下水道課

320 給水管節点 Shape 上下水道課

321 ドラッグアンドドロップ検索 Shape 上下水道課

322 管割図 Shape 上下水道課

323 管末 Shape 上下水道課

324 貯水槽 Shape 上下水道課

325 配水池 Shape 上下水道課

326 水管橋 Shape 上下水道課

327 防火水槽 Shape 上下水道課

328 設置型計測機器 Shape 上下水道課

329 浄水場 Shape 上下水道課

330 ボーリング Shape 上下水道課

331 工事境 Shape 上下水道課

332 調査_弁栓・節点 Shape 上下水道課

333 調査_メータ Shape 上下水道課

334 WEB事故（上水道） Shape 上下水道課

335 WEBメータ Shape 上下水道課

336 WEB弁栓（上水道） Shape 上下水道課

337 WEBメモ（上水道） Shape 上下水道課

338 WEB漏水（上水道） Shape 上下水道課

339 WEB修繕 Shape 上下水道課

340 導水施設情報 Shape 上下水道課

341 送水施設情報 Shape 上下水道課

342 取水施設情報 Shape 上下水道課
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343 管 Shape 上下水道課

344 調査ライン（上水道） Shape 上下水道課

345 給水管 Shape 上下水道課

346 給水管下図 Shape 上下水道課

347 2次側給水 Shape 上下水道課

348 オフセット（上水道） Shape 上下水道課

349 オフセット基準線（上水道） Shape 上下水道課

350 防火水槽用管路 Shape 上下水道課

351 修繕引出線 Shape 上下水道課

352 工事箇所 Shape 上下水道課

353 調査工区（上水道） Shape 上下水道課

354 施設 Shape 上下水道課

355 町名 Shape 上下水道課

356 寄り・深度ラベル Shape 上下水道課

357 建物表記文字１ Shape 上下水道課

358 空き家 Shape 定住推進室 〇 新規作成

359 法定外公共物 Shape 管財課 新規作成

360 農振農用地 Shape 農業振興課 一部新規作成

361 農道路線網図 Shape 農業振興課 新規作成

362 公園 Shape 公園緑地課 7レイヤ、一部新規作成
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NO データ名 レイヤ名 担当課 備考

1 都市計画基本図 都市計画課

2 都市計画情報 都市計画文字情報 都市計画課

3 都市計画情報 都市計画線情報 都市計画課

4 都市計画情報 市街化区域 都市計画課

5 都市計画情報 都市計画区域 都市計画課

6 都市計画情報 都市計画道路 都市計画課

7 都市計画情報 その他公共空地 都市計画課

8 都市計画情報 火葬場 都市計画課

9 都市計画情報 下水処理場 都市計画課

10 都市計画情報 汚物処理場 都市計画課

11 都市計画情報 ごみ焼却場 都市計画課

12 都市計画情報 最終処分場 都市計画課

13 都市計画情報 準防火地域 都市計画課

14 都市計画情報 地区計画 都市計画課

15 都市計画情報 都市計画公園 都市計画課

16 都市計画情報 墓園 都市計画課

17 都市計画情報 特別用途地区 都市計画課

18 用途地域 第一種低層住居専用地域 都市計画課

19 用途地域 第二種低層住居専用地域 都市計画課

20 用途地域 第一種中高層住居専用地域 都市計画課

21 用途地域 第二種中高層住居専用地域 都市計画課

22 用途地域 第一種住居地域 都市計画課

23 用途地域 第二種住居地域 都市計画課

24 用途地域 準住居地域 都市計画課

25 用途地域 近隣商業地域 都市計画課

26 用途地域 商業地域 都市計画課

27 用途地域 準工業地域 都市計画課

28 用途地域 工業地域 都市計画課

29 用途地域 工業専用地域 都市計画課

30 景観情報 景観計画区域 都市計画課

31 景観情報 重要地域 都市計画課

32 景観情報 特別地域 都市計画課

33 景観情報 松任駅前商店街まちづくり重点地区 都市計画課

34 景観情報 松任横町まちなみ重点地区 都市計画課

35 景観情報 松任西新町まちなみ重点地区 都市計画課

36 景観情報 松任北安田まちづくり重点地区 都市計画課

37 景観情報 松任北安田南部まちづくり重点地区 都市計画課

38 景観情報 千代尼通り安田町まちづくり重点地区 都市計画課

39 景観情報 千代尼通り大町まちづくり重点地区 都市計画課

40 景観情報 千代尼通り中町まちづくり重点地区 都市計画課

41 景観情報 美川宮前通りまちづくり重点地区 都市計画課

42 景観情報 美川新町西町内まちなみ重点地区 都市計画課

43 景観情報 鶴来新町通りまちなみ重点地区 都市計画課

44 景観情報 鶴来本町通り（本町一丁目）まちなみ重点地区 都市計画課

45 景観情報 鶴来本町通り（本町二丁目）まちなみ重点地区 都市計画課

46 景観情報 鶴来今町通りまちなみ重点地区 都市計画課

47 景観情報 白峰伝建地区 都市計画課

48 景観情報 白峰まちなみ重点地区（白峰、桑島） 都市計画課

49 誘導区域境界 都市機能誘導区域 都市計画課

50 誘導区域境界 居住誘導区域 都市計画課

51 道路 国道 建築住宅課

52 道路 県道 建築住宅諜

53 道路 2号塁域 建築住宅課

54 道路 2号道路 建築住宅課

55 道路 指定道路 建染住宅課

56 建築物 開発登録簿 建染住宅課

57 地形図 市道 土木課

58 地形図 市道路線名 土木課

59 道路台帳附図(注記) デフォルト 土木課

60 道路台帳附図(線) 道路区域線 ±木課
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公開型GISレイヤー一覧

NO データ名 レイヤ名 担当課 備考

61 道路台帳附図(線) 歩道 土木課

62 道路台帳附図(線) 側溝(暗渠) 土木課

63 道路台帳附図(線) 側溝(開渠) 土木課

64 道路台帳附図(線) 側溝(L型) 土木課

65 道路台帳附図(線) 側溝地下部 土木課

66 道路台帳附図(線) 雨水マス 土木課

67 道路台帳附図(線) 流水方向 土木課

68 道路台帳附図(線) コンクリート・被覆 土木課

69 道路台帳附図(線) ブロック被膜 土木課

70 道路台帳附図(線) 石積被覆 土木課

71 道路台帳附図(線) 被覆射影部 土木課

72 道路台帳附図(線) 法面(上端線) 土木課

73 道路台帳附図(線) 法面(下端線) 土木課

74 道路台帳附図(線) 法面(記号) 土木課

75 道路台帳附図(線) 防護さく 土木課

76 道路台帳附図(線) さく(未分類:) 土木課

77 道路台帳附図(線) 植樹帯 土木課

78 道路台帳附図(線) 植樹 土木課

79 道路台帳附図(線) 並木 土木課

80 道路台帳附図(線) 橋梁、橋脚 土木課

81 道路台帳附図(線) 分離帯 土木課

82 道路台帳附図(線) 舗装界 土木課

83 道路台帳附図(線) 消雪装置 土木課

84 道路台帳附図(線) 管理区域界 土木課

85 道路台帳附図(線) 信号機 土木課

86 道路台帳附図(線) 街灯(防犯灯) 土木課

87 道路台帳附図(線) 照明灯 ±木課

88 道路台帳附図(線) 力一ブミラー 土木課

89 道路台帳附図(線) 標識(警戒) 土木課

90 道路台帳附図(線) 糧識(規制) 土木課

91 道路台帳附図(線) 標識(指示) 土木課

92 道路台帳附図(線) 標識(案内) 土木課

93 道路台帳附図(線) 標識(未分類) 土木課

94 道路台帳附図(線) バス停 土木課

95 道路台帳附図(線) 電柱(未分類) 土木課

96 道路台帳附図(線) マンホール(下水) 土木課

97 道路台帳附図(線) マンボール(電気) 土木課

98 道路台帳附図(線) マンホール(NTT) 土木課

99 道路台帳附図(線) マンホール(ガス) 土木課

100 道路台帳附図(線) マンホール(末分頬) 土木課

101 道路台帳附図(線) マンホール(消火栓) 土木課

102 道路台帳附図(線) マンホール(仕切弁) 土木課

103 道路台帳附図(線) 車道、歩道幅員 土木課

104 道路台帳附図(線) 測定基図 土木課

105 道路台帳附図(線) 路線名 土木課

106 道路台帳附図(線) 起終点マーク 土木課

107 道路台帳附図(線) 橋梁・鉄道の名称 土木課

108 道路台帳附図(線) 区割り線 ±木課

109 道路台帳附図(線) 標識断面 土木課

110 道路台帳附図(線) 道路幅員・標識断面 土木課

111 道路台帳附図(線) その他 土木課

112 道路台帳附図(線) 路肩 土木課

113 道路台帳附図(線) 中心線 土木課

114 道路台帳附図(線) レール 土木課

115 道路台帳附図(面) 道路台帳附図(尚) 土木課

116 雪寒路線諭図10000(松任・美川・鶴来) 注記 土木課

117 雪寒路線諭図10000(松任・美川・鶴来) 雪寒指定路線(国) 土木課

118 雪寒路線諭図10000(松任・美川・鶴来) 雪寒指定路線(県) 土木課

119 雪寒路線諭図10000(松任・美川・鶴来) 雷寒指定路線(市) 土木課

120 雪寒路線網図25000(白山ろく) 注記 土木課
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公開型GISレイヤー一覧

NO データ名 レイヤ名 担当課 備考

121 雪寒路線網図25000(白山ろく) 雪寒指定路線(国) 土木課

122 雪寒路線網図25000(由山ろく) 雪寒指定路線(県) 土木課

123 雪寒路線網図25000(臼山ろく) 雪寒指定路線(市) 土木課

124 土砂災害ハザードマップ 土木課 最大6レイヤー想定

125 津波・高潮ハザードマップ 土木課 最大6レイヤー想定

126 洪水ハザードマップ 土木課 最大20レイヤー想定

127 上下水道 管表記文字 上下水道課

128 上下水道 防火水槽点 上下水道課

129 上下水道 弁栓 上下水道課

130 上下水道 給水管節点 上下水道課

131 上下水道 管割図 上下水道課

132 上下水道 水管橋 上下水道課

133 上下水道 防火水槽 上下水道課

134 上下水道 管 上下水道課

135 上下水道 給水管 上下水道課

136 公園 公園 公園緑地課
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更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

1 航空写真 TIFF等 資産税課 7時期

2 大字 Shape 資産税課 18レイヤ

3 小字 Shape 資産税課 18レイヤ

4 土地 Shape 資産税課 18レイヤ

5 土地特殊線 Shape 資産税課 17レイヤ

6 地番 Shape 資産税課 18レイヤ

7 登記地目 Shape 資産税課 18レイヤ

8 市町界 Shape 資産税課 16レイヤ

9 土地（照会） Shape 資産税課

10 土地（概要照会） Shape 資産税課

11 土地情報 Shape 資産税課 18レイヤ

12 所有者表示 Shape 資産税課 15レイヤ

13 現況地目表示 Shape 資産税課 18レイヤ

14 現況地積表示 Shape 資産税課 8レイヤ

15 現況地目 Shape 資産税課 18レイヤ

16 土地（情報公開） Shape 資産税課

17 家屋 Shape 資産税課 18レイヤ

18 家屋メガネ線 Shape 資産税課 17レイヤ

19 家屋引出線 Shape 資産税課 16レイヤ

20 家屋番号 Shape 資産税課 18レイヤ

21 家屋（照会） Shape 資産税課

22 土地_現年（公開用） Shape 資産税課

23 地番_現年（公開用） Shape 資産税課

24 土地（基図区分） Shape 資産税課 12レイヤ

25 家屋資産番号引出線_H29 Shape 資産税課

26 表示家屋資産番号_H29 Shape 資産税課

27 矢印3071仮 Shape 資産税課

28 路線3071仮 Shape 資産税課

29 R1下眼鏡 Shape 資産税課

30 R1下状類 Shape 資産税課

31 R1下状類価格 Shape 資産税課

32 R1下状類線 Shape 資産税課

33 R1下状類率 Shape 資産税課

34 R1下標宅 Shape 資産税課

35 R1下路線 Shape 資産税課

36 R1下路線矢印 Shape 資産税課

37 R1_9時点_嫌悪施設画地 Shape 資産税課

38 R1_9時点_嫌悪施設影響筆 Shape 資産税課

39 R1_9時点_嫌悪施設影響バッファ Shape 資産税課

40 横江街区線_R3 Shape 資産税課

41 横江街区地番_R3 Shape 資産税課

42 北安田街区_R3 Shape 資産税課

43 市街化農地 Shape 資産税課

44 路線 Shape 資産税課 11レイヤ

45 路線矢印 Shape 資産税課 9レイヤ

46 路線区分 Shape 資産税課

47 等級区分線 Shape 資産税課 8レイヤ

27



更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

48 等級区分番号 Shape 資産税課 8レイヤ

49 等級めがね_R6 Shape 資産税課 7レイヤ

50 等級_R6 Shape 資産税課

51 状況類似_R6 Shape 資産税課 9レイヤ

52 状況類似めがね_R6 Shape 資産税課 6レイヤ

53 標準宅地_R6 Shape 資産税課 11レイヤ

54 検証主要 Shape 資産税課

55 検証矢印 Shape 資産税課

56 検証用路線 Shape 資産税課 3レイヤ

57 検証用路線矢印 Shape 資産税課 3レイヤ

58 検証等級 Shape 資産税課

59 状類面 Shape 資産税課 2レイヤ

60 等級面 Shape 資産税課 2レイヤ

61 市農高圧線 Shape 資産税課

62 市農状類眼鏡 Shape 資産税課

63 市農状類等級界 Shape 資産税課

64 市農大字界 Shape 資産税課

65 市農着色 Shape 資産税課

66 市農土地 Shape 資産税課

67 市農等級 Shape 資産税課

68 市農標準宅地 Shape 資産税課

69 市農路線 Shape 資産税課

70 市農路線矢印 Shape 資産税課

71 概報眼鏡 Shape 資産税課

72 概報状類線 Shape 資産税課

73 概報状類面 Shape 資産税課

74 概報標宅 Shape 資産税課

75 概報変化線 Shape 資産税課

76 概報価格帯 Shape 資産税課

77 概報変動率 Shape 資産税課

78 概報バランス Shape 資産税課

79 令3路線区分 Shape 資産税課

80 令3路線区分矢印 Shape 資産税課

81 令3路線要因 Shape 資産税課

82 検証主街路 Shape 資産税課

83 R03家屋異動判読 Shape 資産税課

84 市街化編入_202201 Shape 資産税課

85 横江地区 Shape 資産税課

86 北安田南部地区 Shape 資産税課

87 北相木第2地区 Shape 資産税課

88 旭工業団地北部 Shape 資産税課

89 柴木第二 Shape 資産税課

90 部入道町 Shape 資産税課

91 番匠町 Shape 資産税課

92 区画整理 Shape 資産税課 4レイヤ

93 大規模既存集落 Shape 資産税課 2レイヤ

94 高圧線_鉄塔 Shape 資産税課
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更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

95 新荒屋_国土調査 Shape 資産税課

96 湊6区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

97 湊6区_国土調査_小字界 Shape 資産税課

98 区画整理_駅北相木地区_筆界 Shape 資産税課

99 区画整理_駅北相木地区_小字界 Shape 資産税課

100 荒屋_国土調査_筆界 Shape 資産税課

101 知気寺_国土調査_筆界 Shape 資産税課

102 湊4区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

103 湊11区_国土調査_筆界 Shape 資産税課

104 湊11区_国土調査_小字界 Shape 資産税課

105 H27市街化編入（横江町） Shape 資産税課

106 H27市街化編入（北安田町） Shape 資産税課

107 区画整理_松任駅前_筆界 Shape 資産税課

108 区画整理_松任駅前_小字界 Shape 資産税課

109 湊2_3区_国土調査 Shape 資産税課

110 熱野_熱野新_国土調査 Shape 資産税課

111 瀬音 Shape 資産税課

112 湊1区_国土調査 Shape 資産税課

113 道法寺_国土調査 Shape 資産税課

114 野地_国土調査 Shape 資産税課

115 相滝_国土調査 Shape 資産税課

116 吉岡_地区地積 Shape 資産税課

117 道法寺2_国土調査 Shape 資産税課

118 林班 Shape 森林対策課

119 準林班 Shape 森林対策課

120 小班 Shape 森林対策課

121 林班（編成） Shape 森林対策課

122 準林班（編成） Shape 森林対策課

123 小班（編成） Shape 森林対策課

124 森林経営計画 Shape 森林対策課

125 林道 Shape 森林対策課

126 利用区域 Shape 森林対策課

127 作業道 Shape 森林対策課

128 伐採届 Shape 森林対策課

129 施業履歴 Shape 森林対策課

130 林地開発 Shape 森林対策課

131 地番図 Shape 森林対策課

132 保安林詳細 Shape 森林対策課

133 治山事業_点 Shape 森林対策課

134 治山事業_線 Shape 森林対策課

135 治山事業_面 Shape 森林対策課

136 水源涵養 Shape 森林対策課

137 災防土保 Shape 森林対策課

138 快適環境 Shape 森林対策課

139 保健文化 Shape 森林対策課

140 木材生産 Shape 森林対策課

141 その他 Shape 森林対策課
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更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

142 鳥獣害防止森林区域 Shape 森林対策課

143 保安林区域図 Shape 森林対策課

144 保安林標識 Shape 森林対策課

145 作業許可申請 Shape 森林対策課

146 保安林内伐採許可申請 Shape 森林対策課

147 保安林内伐採届 Shape 森林対策課

148 その他伐採届 Shape 森林対策課

149 治山台帳_点 Shape 森林対策課

150 治山台帳_線 Shape 森林対策課

151 治山台帳_面 Shape 森林対策課

152 治山台帳個別施設 Shape 森林対策課

153 山腹崩壊危険地区 Shape 森林対策課

154 山腹崩壊危険地区被害想定 Shape 森林対策課

155 地すべり危険地区 Shape 森林対策課

156 地すべり危険地区被害想定 Shape 森林対策課

157 崩壊土砂流出危険地区 Shape 森林対策課

158 崩壊土砂流出危険地区被害想定 Shape 森林対策課

159 治山災害 Shape 森林対策課

160 林道災害 Shape 森林対策課

161 森林基本図_石川県 Shape 森林対策課

162 森林施業図_石川県 Shape 森林対策課

163 市町界 Shape 森林対策課

164 町丁目字界 Shape 森林対策課

165 電子地形図25000_石川県 Shape 森林対策課

166 電子地形図20万_石川県 Shape 森林対策課

167 空中写真_タイル_石川県 Shape 森林対策課

168 森林基本図_タイル_石川県 Shape 森林対策課

169 県道 Shape 森林対策課

170 市他公道 Shape 森林対策課

171 写真地図_R2 Shape 森林対策課

172 微地形図_R2 Shape 森林対策課

173 傾斜区分図_R2 Shape 森林対策課

174 傾斜区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

175 斜面方位区分図_R2 Shape 森林対策課

176 斜面方位区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

177 林相区分図_R2 Shape 森林対策課

178 林相区分図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

179 材積分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

180 立木密度分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

181 収量比数分布図_ポリゴン_R2 Shape 森林対策課

182 写真地図_R3 Shape 森林対策課

183 微地形図_CS立体図_R3 Shape 森林対策課

184 微地形図_陰陽図_R3 Shape 森林対策課

185 微地形図_赤色立体図_R3 Shape 森林対策課

186 傾斜区分図_R3 Shape 森林対策課

187 傾斜区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

188 斜面方位区分図_R3 Shape 森林対策課
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№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

189 斜面方位区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

190 林相区分図_R3 Shape 森林対策課

191 林相区分図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

192 材積分布図_R3 Shape 森林対策課

193 材積分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

194 立木密度分布図_R3 Shape 森林対策課

195 立木密度分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

196 収量比数分布図_R3 Shape 森林対策課

197 収量比数分布図_ポリゴン_R3 Shape 森林対策課

198 写真地図_R4 Shape 森林対策課

199 微地形図_CS立体図_R4 Shape 森林対策課

200 微地形図_陰陽図_R4 Shape 森林対策課

201 傾斜区分図_R4 Shape 森林対策課

202 斜面方位区分図_R4 Shape 森林対策課

203 斜面方位区分図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課

204 林相区分図_R4 Shape 森林対策課

205 林相区分図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課

206 材積分布図_R4 Shape 森林対策課

207 材積分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課

208 立木密度分布図_R4 Shape 森林対策課

209 立木密度分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課

210 収量比数分布図_R4 Shape 森林対策課

211 収量比数分布図_ポリゴン_R4 Shape 森林対策課

212 写真地図_R5 Shape 森林対策課

213 微地形図_CS立体図_R5 Shape 森林対策課

214 微地形図_地形起伏図_R5 Shape 森林対策課

215 傾斜区分図_R5 Shape 森林対策課

216 斜面方位区分図_R5 Shape 森林対策課

217 林相区分図_R5 Shape 森林対策課

218 林相区分図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課

219 材積分布図_R5 Shape 森林対策課

220 材積分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課

221 立木密度分布図_R5 Shape 森林対策課

222 立木密度分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課

223 収量比数分布図_R5 Shape 森林対策課

224 収量比数分布図_ポリゴン_R5 Shape 森林対策課

225 写真地図_R6 Shape 森林対策課

226 微地形図_CS立体図_R6 Shape 森林対策課 2時期

227 傾斜区分図_R6 Shape 森林対策課

228 斜面方位区分図_R6 Shape 森林対策課

229 林相区分図_R6 Shape 森林対策課

230 林相区分図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課

231 材積分布図_R6 Shape 森林対策課

232 材積分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課

233 立木密度分布図_R6 Shape 森林対策課

234 立木密度分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課

235 収量比数分布図_R6 Shape 森林対策課
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更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

236 収量比数分布図_ポリゴン_R6 Shape 森林対策課

237 単木情報 Shape 森林対策課

238 林地地番図_小字 Shape 森林対策課

239 林地地番図_地番 Shape 森林対策課

240 林地地番図_土地 Shape 森林対策課

241 市道 Shape 土木課

242 市道路線名 Shape 土木課

243 カーブミラー Shape 土木課

244 道路標識（警戒・案内） Shape 土木課

245 道路標識（観光案内） Shape 土木課

246 道路照明灯 Shape 土木課

247 防犯灯 Shape 土木課

248 消雪操作盤 Shape 土木課

249 消雪井戸 Shape 土木課

250 防護柵 Shape 土木課

251 消雪装置 Shape 土木課

252 市道街路樹 Shape 土木課

253 道路台帳附図 Shape 土木課 59レイヤ

254 図郭線.dwg Group Layer Shape 土木課

255 路線注記 Shape 土木課

256 路線 Shape 土木課 7レイヤ

257 区間（線） Shape 土木課

258 区間（面） Shape 土木課 5レイヤ

259 雪寒路線網図　10000（松任・美川・鶴来） Shape 土木課 5レイヤ

260 雪寒路線網図　25000（白山ろく） Shape 土木課

261 橋梁 Shape 土木課

262 トンネル Shape 土木課

263 踏切 Shape 土木課

264 洪水ハザードマップ Shape 土木課 最大20レイヤ

265 土砂災害ハザードマップ Shape 土木課 最大6レイヤ

266 津波・高潮ハザードマップ Shape 土木課 最大6レイヤ

267 都市計画基本図 DM 都市計画課

268 新幹線起動中心線 Shape 都市計画課

269 都市計画情報（文字情報） Shape 都市計画課

270 市街化区域 Shape 都市計画課

271 都市計画区域 Shape 都市計画課

272 都市計画道路 Shape 都市計画課

273 その他公共空地 Shape 都市計画課

274 火葬場 Shape 都市計画課

275 汚物処理場 Shape 都市計画課

276 ごみ焼却場 Shape 都市計画課

277 最終処分場 Shape 都市計画課

278 準防火区域 Shape 都市計画課

279 地区計画 Shape 都市計画課

280 都市計画公園 Shape 都市計画課

281 墓園 Shape 都市計画課

282 特別用途区域 Shape 都市計画課 13レイヤ
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更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

283 用途区域 Shape 都市計画課

284 景観情報 Shape 都市計画課

285 広域図 Shape 建築住宅課

286 誘導区域境界 Shape 建築住宅課

287 図郭 Shape 建築住宅課

288 図郭番号 Shape 建築住宅課

289 中間図 Shape 建築住宅課

290 国道 Shape 建築住宅課

291 県道 Shape 建築住宅課

292 農道 Shape 建築住宅課

293 不該当 Shape 建築住宅課

294 2号区域 Shape 建築住宅課

295 2号道路 Shape 建築住宅課

296 指定道路 Shape 建築住宅課

297 未調査 Shape 建築住宅課

298 開発登録簿 Shape 建築住宅課

299 建築計画概要書 Shape 建築住宅課

300 調査標記文字（上水道） Shape 上下水道課

301 メータ表記文字 Shape 上下水道課

302 弁栓表記文字 Shape 上下水道課

303 分断給水管表記文字 Shape 上下水道課

304 管表記文字 Shape 上下水道課

305 ロガー計測器表記文字 Shape 上下水道課

306 オフセット表記文字（上水道） Shape 上下水道課

307 口径変更点 Shape 上下水道課

308 工事変更点 Shape 上下水道課

309 管種変更点 Shape 上下水道課

310 井戸（水源地） Shape 上下水道課

311 防火水槽点 Shape 上下水道課

312 弁栓 Shape 上下水道課

313 オーダー Shape 上下水道課

314 修繕ポイント Shape 上下水道課

315 メモ（上水道） Shape 上下水道課

316 メータ Shape 上下水道課

317 管上シンボル Shape 上下水道課

318 2次側給水用弁 Shape 上下水道課

319 給水管節点 Shape 上下水道課

320 ドラッグアンドドロップ検索 Shape 上下水道課

321 管割図 Shape 上下水道課

322 管末 Shape 上下水道課

323 貯水槽 Shape 上下水道課

324 配水池 Shape 上下水道課

325 水管橋 Shape 上下水道課

326 防火水槽 Shape 上下水道課

327 設置型計測機器 Shape 上下水道課

328 浄水場 Shape 上下水道課

329 ボーリング Shape 上下水道課

33



更新レイヤー一覧

№ レイヤ名 データ形式 担当課 備考

330 工事境 Shape 上下水道課

331 調査_弁栓・節点 Shape 上下水道課

332 調査_メータ Shape 上下水道課

333 WEB事故（上水道） Shape 上下水道課

334 WEBメータ Shape 上下水道課

335 WEB弁栓（上水道） Shape 上下水道課

336 WEBメモ（上水道） Shape 上下水道課

337 WEB漏水（上水道） Shape 上下水道課

338 WEB修繕 Shape 上下水道課

339 導水施設情報 Shape 上下水道課

340 送水施設情報 Shape 上下水道課

341 取水施設情報 Shape 上下水道課

342 管 Shape 上下水道課

343 調査ライン（上水道） Shape 上下水道課

344 給水管 Shape 上下水道課

345 給水管下図 Shape 上下水道課

346 2次側給水 Shape 上下水道課

347 オフセット（上水道） Shape 上下水道課

348 オフセット基準線（上水道） Shape 上下水道課

349 防火水槽用管路 Shape 上下水道課

350 修繕引出線 Shape 上下水道課

351 工事箇所 Shape 上下水道課

352 調査工区（上水道） Shape 上下水道課

353 施設 Shape 上下水道課

354 町名 Shape 上下水道課

355 寄り・深度ラベル Shape 上下水道課

356 建物表記文字１ Shape 上下水道課

357 空き家 Shape 定住推進室 新規作成

358 法定外公共物 Shape 管財課 新規作成

359 農振農用地 Shape 農業振興課 一部新規作成

360 農道路線網図 Shape 農業振興課 新規作成

361 公園 Shape 公園緑地課 7レイヤ、一部新規作成
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総内訳

費　　目 工　　種 種　別 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　要

直 接 費 ■要件定義・外部設計・内部設計など

　基本計画（要件定義・外部設計・内部設計） 式 1 　第１号　単価表

　既存地図データの収集整理等（データ選定） 式 1 　第２号　単価表

　都市計画基本図修正（地形図修正） 式 1 ①-1（①内訳_都市計画基本図修正）

　都市計画基本図修正（都市計画情報修正） 式 1 ①-2（①内訳_都市計画基本図修正）

■GIS構築

　統合型GIS構築 式 1 ②内訳_統合型GIS構築

　公開型GIS構築 式 1 ③内訳_公開型GIS構築

　GISデータ作成 式 1 ④GISデータ作成

　データ調整・更新 10回で２００レイヤー 回 10 　第３号　単価表

■総合テスト・運用テスト等

　システム調整・設定 式 1 　第４号　単価表

　操作研修会 ５０人×２コマを１回とする 回 6 　第５号　単価表

小 計 直接経費小計

諸 経 費 ■直接経費に掛かる部分

その他原価相当額 ％

一般管理費 ％

小 計 諸経費

そ の 他 ■住宅地図等調達費 式 1

小 計 その他

合 計 直接費＋諸経費＋その他

消 費 税

総 計 構築費

利 用 料 統合型GIS利用料 同時接続４０ライセンス 月 60

現地調査機能利用料 同時接続４０ライセンス 月 60

公開型GIS利用料 月 60

画地計算機能 同時接続５ライセンス 月 60

小 計 月額利用料 月 60

消 費 税

総 計 利用料

合 計 構築費　＋　利用料

内　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　書

業　　　務　　　名 白山市地理情報システム（ＧＩＳ）構築業務
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①内訳_都市計画基本図修正

費　　目 工　　種 種　別 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　要

直 接 費 ■都市計画基本図修正

　作業計画 ㎢ 104.7 　第１０号　単価表

　予察 ㎢ 104.7 　第１１号　単価表

　現地調査 　 ㎢ 104.7 　第１２号　単価表

　修正数値図化 ㎢ 104.7 　第１３号　単価表

　修正数値編集 ㎢ 104.7 　第１４号　単価表

　過年度エラー修正 式 1 　第１５号　単価表

　道路台帳図データ接合 式 1 　第１６号　単価表

　数値地形図データファイル作成 ㎢ 104.7 　第１７号　単価表

　印刷図作成 1/2,500、1/10,000 式 1 　第１８号　単価表

　縮小編纂図作成 1/10,000 式 1 　第１９号　単価表

直接費（計） ①-1

直 接 費 ■都市計画基本図修正

　都市計画情報修正・調整 式 1 　第２０号　単価表

直接費（計） ①-2

内　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　書

業　　　務　　　名 白山市地理情報システム（ＧＩＳ）構築業務
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②内訳_統合型GIS構築

費　　目 工　　種 種　別 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　要

直 接 費 ■統合型GIS構築

　データセットアップ レイヤ 362 　第２１号　単価表

直接費（計） ②

内　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　書

業　　　務　　　名 白山市地理情報システム（ＧＩＳ）構築業務
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③内訳_公開型GIS構築

費　　目 工　　種 種　別 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　要

直 接 費 ■公開型GIS構築

　システム設計 式 1 　第２８号　単価表

　データセットアップ レイヤ 136 　第２９号　単価表

現地調査機能 レイヤ 5 　第３０号　単価表

直接費（計） ③

内　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　書

業　　　務　　　名 白山市地理情報システム（ＧＩＳ）構築業務
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④GISデータ作成

費　　目 工　　種 種　別 単位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　要

直 接 費 ■GISデータ作成

　　農振農用地（約300枚） スキャンした図面をファイリング 式 1 　第２２号　単価表

　　法定外公共物（約18,000枚） スキャンした図面をファイリング 式 1 　第２３号　単価表

　　農道 Shapeデータ（ライン）作成 ㎞ 280 　第２４号　単価表

　　空き家 Shapeデータ（ポイント）作成 件 900 　第２５号　単価表

　　公園台帳 Shapeデータ（ポイント）作成 箇所 40 　第２６号　単価表

　　除雪路線図 Shapeデータ（ライン）作成 ㎞ 220 　第２７号　単価表

直接費（計） ④

内　　　　　　　　　　訳　　　　　　　　　　書

業　　　務　　　名 白山市地理情報システム（ＧＩＳ）構築業務
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単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　１　号　　単価表　　　　基本計画（要件定義・外部設計・内部設計）
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単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　２　号　　単価表　　　　既存地図データの収集整理等（データ選定）
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単価表

1 回当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

直接人件費（計）

合　計

　1回当り

第　３　号　　単価表　　　　データ調整・更新
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単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　４　号　　単価表　　　　システム調整・設定
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単価表

1 回当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1回当り

第　５　号　　単価表　　　　操作研修会
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単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量主任技師 人日

測量技師 人日

測量技師補 人日

直接人件費（計）

材料費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１０　号　　単価表　　　　作業計画
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単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１１　号　　単価表　　　　予察
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単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

通信運搬費等 式 1

材料費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１２　号　　単価表　　　　現地調査
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単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１３　号　　単価表　　　　修正数値図化
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単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１４　号　　単価表　　　　修正数値編集

15／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1式当り

第　１５　号　　単価表　　　　過年度エラー修正

16／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1式当り

第　１６　号　　単価表　　　　道路台帳図データ接合

17／31



単価表

20 ㎢当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

合　計

　1㎢当り

第　１７　号　　単価表　　　　数値地形図データファイル作成

18／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1式当り

第　１８　号　　単価表　　　　印刷図作成

19／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1式当り

第　１９　号　　単価表　　　　縮小編纂図作成

20／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

機械経費 式 1

材料費 式 1

合　計

　1式当り

第　２０　号　　単価表　　　　都市計画情報修正・調整

21／31



単価表

50 レイヤ当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1レイヤ当り

第　２１　号　　単価表　　　　データセットアップ

22／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　２２　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　農振農用地

23／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　２３　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　法定外公共物

24／31



単価表

100 ㎞当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1㎞当り

第　２４　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　農道

25／31



単価表

100 件当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1件当り

第　２５　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　空き家

26／31



単価表

100 箇所当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1箇所当り

第　２６　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　公園台帳

27／31



単価表

100 ㎞当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1㎞当り

第　２７　号　　単価表　　　■GISデータ作成　　　除雪路線図

28／31



単価表

1 式当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1式当り

第　２８　号　　単価表　　　　システム設計

29／31



単価表

40 レイヤ当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1レイヤ当り

第　２９　号　　単価表　　　　データセットアップ

30／31



単価表

1 レイヤ当り

項目 名称 規格 単位 員数 単価 金額 備　　考

直接人件費

測量技師 人日

測量技師補 人日

測量助手 人日

直接人件費（計）

合　計

　1レイヤ当り

第　３０　号　　単価表　　　現地調査機能

31／31


